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＜救急出動の推移＞

9月9日（木）は救急
の日

9月9日（木）は救急
の日

9月5日（日）～11日（
土）は救急医療週間
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あなたは何かできますか？
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▲4月から運航を開始したドクターヘリ

▲心肺蘇生法

▲ランデブーポイントの様子

▲普通救命講習会の様子

▲AED
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●不思議の大地「田んぼ」を考える
　悠久のときを受け継がれてきた田んぼ。水田稲作は、お米という大切な食糧の生産の場であるだけでなく、
水の共同利用を通じて人をつなぎ、地域をつなぎ、たくさんの生きものの命をもつなぐ魔法の空間でした。
　しかし、生産性の向上を追い求める過程で水の流れは分断され、生きものの姿は消え、人のつながりも希
薄になりました。田んぼが「お米の生産工場」に変わってしまってから、いったいどれくらいの時が流れたで
しょう…。

　市では、マガンの飛来地である宮城県大崎市、トキの野生復帰を進める新潟県佐渡市と共に、
それぞれの取組みの中核を担う“田んぼ”をテーマに「農業の未来」や「自分たちの未来」について
考え、行動するきっかけとするため、８月9日に東京でシンポジウムを開催しました。

《問合せ》コウノトリ共生課☎21-9017

　ところが、大崎市、佐渡市、豊岡市の田んぼ
では、近年、大きな変化が見られます。マガンと
の共生、トキとの共生、コウノトリとの共生を進め
る中で、もう一度田んぼが持つ大切な機能に目
を向け、人や水のつながりを取り戻し、生きものを
増やしながらお米を作る取組みが広がりつつあ
ります。それは、日本で培われてきた「田んぼ」や
「里山」の文化を見つめ直し、私たち自身の暮
らしのあり方を改めて見つめ直す取組みでもあ
るのです。
　今回、3つの市が力を合わせ、それぞれのまち
で育つ子どもたちを集めて、授業形式で田んぼ
について考える場をつくりました。その名も『世界
一　田

た
めになる学校』。会場は、何と東京大学

です!
　当日は、夏休み特別オープンスクールとして東
京周辺の子どもや大人たちに授業を公開し、合
わせて約300人が授業に参加。こんな企画、こ
れまであった!?

を開催しました！

第４回コウノトリ未来･国際かいぎ｢子ども･未来｣分科会

●豊岡からは、コウノトリK
キ ッ ズ

IDSクラブ（※）
のメンバー６人が参加。発表のための事
前学習会も実施しました。

※コウノトリのことを学び、考え、行動する子ども
たちの組織。本年度から活動を開始してい
ます。
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　マガン、トキ、コウノトリ。それぞれのまちの取組みは違うけれど、田んぼにいる生きものはどこも同じで、
地域の人たちが田んぼに込める思いも同じ、抱えている課題も同じだということが分かってきた。そこで、校
長先生からの提案、「生きものの気持ちになって、田んぼがどうなってほしいか考えてみよう!」。「次は、もう
一度人間に戻って、未来に向けて自分に何ができるかを考えてみよう!」。
　子どもたちがつくった「行動宣言」は、１つひとつは小さなものかも知
れない。でも、小さな取組みが積み重なれば、大きなうねりを生み出し、
未来を変えることもできるはず。会場からの意見も加え、「宣言」は膨ら
み続けている。皆さんもその輪に加わり、この宣言を大きく育ててみま
せんか?
　10月に開催する「コウノトリ未来・国際かいぎ」の場で、分科会報告と
して子どもたちからどんな発表がなされるか・・・お楽しみに!

▲最後は「森のうた」を合唱。未来に
向かってたくさんの木々が伸び
ました

１時間目【音楽】

　田んぼから生まれた芸能
「田楽」を観賞

校長先生あいさつ

　校長先生、あいさつ中に突
然田んぼの草を食べる!

２時間目【社会】

　3つの市の市長がまちの取
組みを紹介

3時間目【ホームルーム】

　子どもたちが自身の取組み
を発表

休み時間【田からモノ試食】

　３市のお米で作ったおにぎ
りを食べ比べ

４時間目【科学】

　東京大学の現役大学院生か
ら田んぼのお話し

５時間目【総合学習】
　「生きもの」
の 気 持 ち に
なって、田んぼ
を考えてみた。

ミズカマキリに　ぼくの住める川や田んぼ
や湿地が増えてほしい。
ヘビに　もっと食べたいから、田んぼに生き
ものを増やしてほしい。
オタマジャクシに　水が抜かれると苦しい
から、逃げ込める深みを作ってほしい。
コウノトリに　農薬をもっと少なくしてほ
しい。
害虫に　害虫と決めつけてすぐに殺さずに、
食物連鎖の輪に入れてほしい。

　そしてもう一度「人間」に戻って、田んぼで自分が
できる行動を考えてみた!

田んぼの未来のためにしたいこと
　～ぼくらの行動宣言～

　生きものがたくさん
住める新しい農法をつ
くる!

　農薬をできるだけ使
わない田んぼを増やす!

　生きものが利用でき
る土の水路を造る!

　田んぼを増やすため
にお米をたくさん食べ
る!

　農薬を使わないため
に、草抜きをする!

　生きものが住めるキ
レイな水にする!

…など …など
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出石永楽館について

　今回は、片岡十二集（十一世片岡仁左衛門が得意
とした松嶋屋のお家芸）のうち｢近頃河原の達引堀
川与次郎の場｣を上演します。堀川与次郎は初役で
もあり、難しい演目ではございますが、片岡我

が
當
とう

さ
んの監修を受けて松嶋屋のお家芸をできることを
うれしく思っています。堀川は歌舞伎の初心者の方
でも分かりやすい演目です。昨年の弁天小僧では江
戸歌舞伎を気持ちよく演じさせていただきました
が、今年は永楽館で上方歌舞伎をお客様に見ていた
だければと思っています。

　今年は柿
こけらおとし

落大歌舞伎で好評であった口上をさせ
ていただきます。柿落では父の秀太郎、壱太郎さん、
私の３人でしたが、今年は豪華に、中村壱太郎さん、
坂東薪車さん、上村吉弥さん、加えて坂東竹三郎さ
んの５人でさせていただきます。

■公　演　日　11月５日（金）～10日（水）12回公演
■開演時間　第１部　午前11時30分
　　　　　　第２部　午後４時
※第１部、第２部ともに同一演目です。
■公演場所　出石永楽館（出石町柳17－２）
■出　　演　片

かた
岡
おか

愛
あい

之
の
助
すけ

、中
なか

村
むら

壱
かず

太
た
郎
ろう

、　　　　　
　　　　　　上

かみ
村
むら

吉
きち

弥
や
、坂

ばん
東
どう

薪
しん

車
しゃ

　坂
ばん

東
どう

竹
たけ

三
さぶ

郎
ろう

■演　　目　①近頃河原の達引
　　　　　　②お目見得　口上
　　　　　　③義

よし
経
つね

千
せん

本
ぼん

桜
ざくら

　道
みち

行
ゆき

初
はつ

音
ねの

旅
たび

■製　　作　松竹株式会社
■観　劇　料　全席指定　10,000円（税込）
■発　売　日　９月５日（日）一般発売日

※チケットホン松竹での電話購入、チケットＷ
ウ ェ ブ
ＥＢ松竹でインターネット購入ができます。

　詳細は、出石永楽館（☎52︲5300）、出石総合支所地域振興課まで問い合わせください。

▲昨年の公演の様子

■チケット販売（窓口直接購入）
販売時間：午前９時30分～午後５時
販売場所：出石永楽館（休館日：第２・４木曜日）
※今回は、豊岡市民会館での販売はしません。

　11月５日（金）から10日（水）の６日間、出石永楽館で、今年で３回目になる永楽館大歌舞伎を上演します。
　公演に先立ち、大阪市内で永楽館大歌舞伎製作発表が行われ、主な出演者・演目が発表されました。

《問合せ》出石総合支所地域振興課☎21︲9025

永楽館大歌舞伎製作発表
公演内容決定!!

～片
かた

岡
おか

愛
あい

之
の

助
すけ

さん　出石永楽館・演目を語る～

　出石永楽館での芝居は、時がタイムスリップした
気分になります。加えてお客様との距離も近く、皆
様から熱いパワーをもらいます。今年は11月という
こともあり、｢カニと温泉と永楽館｣をキャッチフ
レーズに頑張ります。

近
ちか

頃
ごろ

河
はか

原
わら

の達
たて

引
ひき

　堀川与次郎の場について

お目見得　口
こう

上
じょう

について

［公演内容］
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台
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。
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身
分
証
明
書
と
し
て

「
住
基
カ
ー
ド
」を
取
得
し
ま
せ
ん
か
？

▲住基カード

《交付の手順》
○申請者が行うこと
　来庁２回目
　（原則、任意代理人は不可）

○市が行うこと
　来庁から１週間ほど

○申請者が行うこと
　来庁１回目
　（委任状があれば代理人可）

①
申
請
書
提
出

②
顔
写
真
撮
影

  

（
希
望
者
の
み
）

③
住
基
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ー
ド
発
行

  

（
申
請
内
容
登
録
）

④
照
会
書
の
送
付

⑤
回
答
書
提
出

⑥
住
基
カ
ー
ド
取
得

無
料
で

①
②
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　市では、昨年度から歩くことによる健康づくりを「歩キング」と名付け、推進しています。その取組みの一
環である歩キングマップから、各地域のコースを６回シリーズでモニターさんが紹介します。

《問合せ》健康増進課☎24-1127

運動で健康づくりを応援⑤

歩キングコースをモニターさんが紹介します
～第５回　日高コース～

健康川柳

脱メタボ 目指して歩く　一万歩
たかさま 

※２０１０とよおか健康川柳応募作品から

毎週火曜日は
歩キングデー

コーちゃん オーちゃん
豊岡市マスコット 豊岡市マスコット

北見さん川上さん

日高コース
　　　モニターさん

ある

　ゆるやかな坂道です。サクラ・
モミジの木が並び、季節を感じま
す。

　全コースにチップが敷き詰めて
あります。足に優しく、心地よい
コースになっています。

　スキー場の中を歩くと、景色が
素晴らしく、景色を楽しみながら
歩けます。また、神鍋山の斜面
を利用したハンググライダーが飛
んでいる風景に出会えることもあ
ります。

　緩やかな上り坂ですが、緑が
いっぱいで、苦になりません。

　坂を登りきると視界が開けます。
但馬ドームが下に見え、遠くの山
並みまで見えます。

　スタート地点は草が茂っており、
コースが分かりにくいので注意が
必要です。

日高コース
約3キロメートル



広報とよおか　2010.8.259

子
ど
も
手
当
の
趣
旨
に
ご
理
解
を
!

《
問
合
せ
》－

子
ど
も
手
当
の
申
請
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
?

子
ど
も
手
当
現
況
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い

子
ど
も
手
当
の
申
請
・
現
況
届
の
お
知
ら
せ

付
加

年
金
、
寡
婦
年
金
、
死
亡
一
時
金

■
付
加
年
金　

■
寡
婦
年
金

■
死
亡
一
時
金

【
受
け
ら
れ
な
い
場
合
】

▽
日
時

▽
場
所

〈死亡一時金額表〉

●
9
月
11
日（
土
）は

●
9
月
6
日（
月
）・
13
日（
月
）・

21
日（
火
）・
27
日（
月
）は

●
電
話
で
の
問
合
せ

●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

《
問
合
せ
》

豊
岡
年
金
事
務
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

年
金
相
談
窓
口
を
時
間
延
長

国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者
の

独
自
給
付
が
あ
り
ま
す

年
金
相
談
会
の
開
催
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山
が
噴
火
し
た
の
は
約
2
時
間
前

の
こ
と
と
な
る
。恐
竜
の
時
代
は

「
ち
ょ
っ
と
前
」で
、神
鍋
山
の
噴

火
は「
つ
い
さ
っ
き
」と
い
う
感
じ

じ
ゃ
。ち
な
み
に
、明
治
時
代
が
始

ま
っ
た
の
は
45
秒
前
じ
ゃ
。

　

わ
し
が
生
ま
れ
た
の
が
、ふ

る
さ
と
玄
武
洞
の
石
が
で
き
た

の
と
同
じ

1
6
0
万

年
前
じ
ゃ

か
ら
、
地

球
の
歴
史

で
は
6
日

ほ
ど
前
の

こ
と
じ
ゃ
。

1
6
0
万

年
前
の
石

を「
新
し
い
石
」と
言
え
る
よ
う
に

な
っ
た
ら
、わ
し
の
よ
う
な「
ジ
オ

パ
ー
ク
フ
ァ
ン
」と
言
え
る
ぞ
。

サ
ビ
の
栽
培
も
行
わ
れ
て
い
ま
す

（
繊
細
な
生
物
資
源
な
の
で
、雑
菌

な
ど
に
よ
る
影
響
を
防
ぐ
た
め
公

開
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
）

　

神
鍋
地
域
で
は
、里
山
の
自
然

が
大
切
に
保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、里
山
の
一
部
は
ス
キ
ー
場

と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

標
高
が
4
0
0
メ
ー
ト
ル
程
度
と

比
較
的
低
い
の
に
気
温
が
低
く
、

里
山
の
中
に
ブ
ナ
林
が
あ
る
珍
し

い
地
域
で
す
。植
物
の
中
に
も
珍

し
い
種
類
が
た
く
さ
ん
あ
り
希
少

生
物
の
宝
庫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

冬
季
は
ス
キ
ー
場
、夏
季
は
ス

ポ
ー
ツ
合
宿
、春
秋
は
ハ
イ
キ
ン

グ
や
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
に
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ

る
と「
土
地
利
用
が
制
限
さ
れ
る

の
で
は
な
い
か
」と
心
配
す
る
声

が
あ
り
ま
す
が
、現
在
の
法
令
以

外
の
新
た
な
規
制
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　市では、京都府・兵庫県・鳥取県の民間団体や行政機関と連携
し、竹野海岸、日和山、玄武洞公園などの山陰海岸国立公園や神鍋
高原などを中心としたエリアを「山陰海岸ジオパーク」として、世
界ジオパークへの認定を目指しています。このジオパークについ
て、市のジオパーク普及啓発専門員（北但層群化石研究会代表）の
三木武行が、シリーズで紹介します。

《問合せ》観光課☎21-9016

  シリーズ�     　「火山地域の土地利用」

　

神
鍋
地
域
で
は
、火
山
の
地
形

を
生
か
し
た
土
地
利
用
が
昔
か

ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。神
鍋
高
原

の
西
気
地
区
は
地
す
べ
り
や
溶

岩
流
に
よ
っ
て
で
き
た
平
坦
地

で
、水
田
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、清
滝
地
区
に
な
る
と
、

ス
コ
リ
ア（
火
山
噴
火
の
し
ぶ
き

が
砂さ

礫れ
き

に
な
っ
た
も
の
）と
い
う

土
壌
で
透
水
性
が
よ
く
、水
田
に

は
適
さ
な
い
の
で
畑
と
し
て
利

用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。こ
の
畑
で

作
ら
れ
た
の
が
ト
マ
ト
や
キ
ャ

ベ
ツ
な
ど
の
高
原
野
菜
で
す
。こ

の
土
壌
は
黒
ボ
ク
と
呼
ば
れ
、野

菜
の
連
作
障
害
に
強
い
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

大
地
に
浸
み
込
ん
だ
水
は
そ
の

下
流
の
十じ

ゅ
う

戸ご

付
近
で
湧
き
出
し
、

水
温
は
、年
中
ほ
ぼ
13
度
で
一
定

し
て
い
ま
す
。こ
の
清
水
を
利
用

し
て
昭
和
初
期
か
ら
マ
ス
の
養
殖

が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。ま
た
、ワ

●
2
万
年
前
が
最
近
?

　

神
鍋
山
の
噴
火
は
約
2
万
年
前

と
い
わ
れ
て
お
る
が
、近
畿
地
方

で
は
一
番
最
近
に
噴
火
し
た
火
山

な
ん
じ
ゃ
。

　

山
頂
に
は
噴
火
口
が
残
っ
と
る

ん
で
、ぜ
ひ
ハ
イ
キ
ン
グ
が
て
ら
、

噴
火
口
を
見
に
行
っ
て
欲
し
い
も

ん
じ
ゃ
。道
の
駅
神
鍋
高
原
か
ら

20
分
か
ら
30
分
で
到
着
す
る
ぞ
。

　

神
鍋
高
原
に
は
、6
つ
の
火
山

が
あ
っ
て
、約
70
万
年
前
か
ら
火

山
活
動
が
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
て

お
る
。そ
の
中
で
一
番
最
近
に
噴

火
し
た
の
が
神
鍋
山
じ
ゃ
。

　

さ
て
、神
鍋
山
が
噴
火
し
た

2
万
年
ほ
ど
前
と
い
う
の
は
、人

間
の
一
生
か
ら
考
え
る
と
と
ん
で

も
な
い
昔
の
こ
と
じ
ゃ
が
、地
球

の
歴
史
か
ら
見
る
と
、つ
い
こ
の

間
の
こ
と
じ
ゃ
。地
球
が
誕
生
し

て
46
億
年
。地
球
を
46
歳
の
お
じ

さ
ん
と
考
え
る
と
、恐
竜
が
栄
え

た
中ち

ゅ
う

生せ
い

代だ
い

は
、2
年
半
か
ら
8
カ

月
前
の
こ
と
で
、人
間
が
誕
生
し

た
の
が
約
18
日
前
、そ
し
て
神
鍋

げ
ん

▲スコリアの積もった地層

▲十戸のマス養殖池

▲神鍋高原

▲神鍋山頂の噴火口アウトドアスポーツも大好きな「玄さん」
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私
た
ち
の
子
育
て
セ
ン
タ
ー
②

　

ち
ょ
っ
と
き
ん
せ
ー﹃
日
高
子
育
て
セ
ン
タ
ー
﹄

平成22年　国勢調査のおしらせ
―10月1日現在で

全国一斉に実施します―

【調査の意義・目的】
◆国勢調査は、国内に住んでいるすべての人および世帯の実態を把握す

るための、国の最も基本的な調査です。大正９年以来、５年ごとに実
施し、今回は19回目です。

◆日本の未来を考えるために欠くことのできない最新の人口・世帯の実
態を明らかにする重要な調査です。

◆調査の結果は、福祉、教育、雇用、地域対策など、未来のまちづくり、
国づくりの基礎資料となります。

【調査の概要】

調査期日 　10月１日（金）午前０時現在です。
　９月下旬から調査員が各世帯に伺います。

調査の対象 　国内に普段、住んでいるすべての人および世帯を対象とします。
　外国人も対象です。

調査事項 　「男女の別」、「出生の年月」、「配偶者の有無」、「就業状態」、「従業地また
は通学地」、「世帯員の数」、「住居の種類」など20項目です。

　調査に協力をお願いします。
《問合せ》豊岡市国勢調査実施本部☎21︲9005

 

子
育
て
ひ
ろ
ば　

き
っ
ず
ら
ん
ど

・
午
前
10
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で

開
い
て
い
ま
す
。
休
館
は
、
月

曜
日
、
第
1
土
曜
日
、
第
1
以

外
の
日
曜
日
で
す
。

・
小
学
校
に
入
学
す
る
ま
で
の
乳

幼
児
と
そ
の
保
護
者
が
利
用
で

き
、
申
込
み
は
不
要
で
す
。

・
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
さ
ん
の
作
っ
た

か
わ
い
い
手
作
り
の
お
も
ち
ゃ

が
、
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

・
授
乳
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

 

子
育
て
ホ
ー
ル　

ど
れ
み

・
登
録
制
の
子
育
て
グ
ル
ー
プ「
カ

ン
ガ
ル
ー
ク
ラ
ブ
」「
な
か
よ
し
ラ

ン
ド
」の
活
動
を
し
ま
す
。

・
講
座
も
実
施
し
ま
す
。

 

自
主
グ
ル
ー
プ
活
動
室︵
和
室
︶

・
ミ
ニ
講
話
や
子
育
て
グ
ル
ー
プ
・

自
主
グ
ル
ー
プ
活
動
を
し
ま
す
。

 
ロ
ビ
ー

・
見
晴
ら
し
の
良
い
明
る
い
ロ
ビ
ー

で
は
、
好
き
な
時
間
に
休
憩
や

昼
食
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

子
ど
も
用
ト
イ
レ

・
ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア
や
お
む
つ
交
換

台
も
あ
り
ま
す
。

 

子
育
て
相
談
室

・
乳
幼
児
だ
け
で
な
く
、
小
・
中

学
生
の
い
じ
め
や
不
登
校
な
ど

も
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

 

事
務
室

・「
ち
ょ
っ
と
聞
き
た
い
」「
確
認

し
た
い
」な
ど
、ス
タ
ッ
フ
に
気

軽
に
声
を
掛
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

 

そ
の
他

・
窓
の
安
全
柵
や

緊
急
通
報
シ
ス

テ
ム
、県
警
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
も
整

備
さ
れ
て
い
ま

す
。

※
私
た
ち「
メ
リ
ー
c
h
a
n
's
」

　

会
員
は
、み
ん
な
で
事
業
計
画
を

立
て
て
活
動
し
、友
だ
ち
づ
く
り

を
し
て
い
ま
す
。

　

日
高
子
育
て
セ
ン
タ
ー
は
、日
高
総
合
支
所
3
階
に
あ
り
ま
す
。

目
の
前
の
祢に
ょ
う布
ケ
森
公
園
は
、春
に
は
新
緑
や
桜
が
、秋
に
は
紅
葉

が
と
て
も
き
れ
い
で
す
。そ
ん
な
日
高
子
育
て
セ
ン
タ
ー
を
自
主
グ

ル
ー
プ「
メ
リ
ー
cち
ゃ

ん

ず

h
a
n
's
」が
紹
介
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》日
高
子
育
て
セ
ン
タ
ー
☎
42

－

4
6
1
0



【
7
月
】

12
日　

第
1
回
豊
岡
市
中
心
市
街

地
活
性
化
基
本
計
画
策
定

委
員
会
開
催

16
日　

第
1
回
い
の
ち
へ
の
共
感

に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
条

例
案
検
討
委
員
会
開
催

19
日　

防
災
行
政
無
線「
防
災
ワ

ン
ポ
イ
ン
ト
」ス
タ
ー
ト

20
日　

豊
岡
市
事
務
事
業
評
価
委

員
会（
22
、
26
日
、
8
月

2
日
）
開
催

23
日　

東
京
直
行
便
実
現
促
進
大

会
開
催

24
日　

但
馬
空
港
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
’10（
〜
25
日
）

26
日　

第
1
回
職
員
防
災
研
修
会

27
日
・
モ
ン
ゴ
ル
訪
問
団
結
団
式

　
　
　
（
訪
問
8
月
3
日
〜
10
日
）

　
　

・
夏
休
み
子
ど
も
防
災
監
養

成
講
座
開
設（
8
月
6
・

10
日
）　

28
日　
「
生
物
多
様
性
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　

基
礎
編
」開
催

【
8
月
】

1
日　

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
現

地（
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー

ク
）視
察（
〜
5
日
）

9
日　

世
界
一
田た

め
に
な
る
学
校

in
東
京
大
学（
東
京
都
）

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

　

ボ
ク
ド
郡（
モ
ン
ゴ
ル
国
）が
本

市
の
友
好
都
市
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

本
市
と
モ
ン
ゴ
ル
国
は
、
1
年
交

代
で
訪
問
団
派
遣
と
受
け
入
れ
を

行
っ
て
い
ま
す
。　

　

今
年
は
訪
問
の
年
に
当
た
り
、

8
月
3
日
か
ら
10
日
ま
で
の
8
日

間
、
中
学
生
を
中
心
と
し
た
訪
問

団
10
人（
団
長
・
真
野
副
市
長
）が

モ
ン
ゴ
ル
国
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

モ
ン
ゴ
ル
で
は
現
地
の
同
世
代

の
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
を
中
心

に
、首
都
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
で
の
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
や
、野
生
復
帰
に
取
り
組

む
世
界
最
後
の
野
生
馬
タ
ヒ
の
視

察
、
伝
統
的
な
天
幕
住
居
ゲ
ル
で

の
自
然
体
験
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

訪
問
し
た
第
54
学
校
は
、
昨
年
、

研
修
生
と
し
て
本
市
に
来
訪
し
た

ヤ
ダ
ム
ス
レ
ン
さ
ん
の
学
校
で
、

朝あ
さ

青し
ょ
う

龍り
ゅ
う

の
出
身
校
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
、
子
ど
も
た
ち
は
、
豊
岡

市
や
通
う
中
学
校
を
紹
介
し
、
モ

ン
ゴ
ル
の
生
徒
と
意
見
交
換
も
行

い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
モ
ン
ゴ
ル
の

青
空
や
果
て
し
な
く
広
が
る
大
草

原
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
し

て
、
生
き
生
き
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
経
験
で
国
際
感
覚
が
培

わ
れ
、「
小
さ
な
世
界
都
市　

豊

岡
」を
担
う
人
材
育
成
に
つ
な
が

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

豊
岡
駅
通
り
を
中
心
と
し
た
市

街
地
は
、
人
口
減
少
と
高
齢
化
の

進
展
、
商
店
街
の
機
能
低
下
に
よ

り
、
少
し
ず
つ
に
ぎ
わ
い
が
失
わ

れ
て
き
て
お
り
、
市
街
地
空
洞
化

が
進
行
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
街
地
の
健
康
増
進
施

設
や
駅
前
広
場
整
備
、
新
庁
舎
建

設
事
業
を
ど
の
よ
う
に
結
び
付
け
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
か

と
い
う
こ
と
も
重
要
な
課
題
で
す
。

　

そ
こ
で
、
ま
ち
の
個
性
や
歴
史
、

伝
統
を
生
か
し
な
が
ら
、
市
民
の

皆
さ
ん
が
暮
ら
し
や
す
い「
歩
い

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」を
目
指
し
、

中
心
市
街
地
活
性
化
計
画
の
策
定

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

7
月
12
日
、
中
心
市
街
地
を
構

成
す
る
商
業
者
や
地
権
者
、
市
民
、

企
業
や
団
体
の
代
表
者
な
ど
で
組

織
す
る「
豊
岡
市
中
心
市
街
地
活

性
化
基
本
計
画
策
定
委
員
会
」を

設
置
し
ま
し
た
。
な
お
、
策
定
委

員
会
は
原
則
、
公
開
し
て
い
ま
す
。

〜
ま
ち
全
体
の
活
性
化
の
た
め
に　

中
心
市
街
地
に
に
ぎ
わ
い
を
〜

豊
岡
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
策
定
委
員
会
を
設
置

〜
大
草
原
の
文
化
交
流
〜

第
９
回
モ
ン
ゴ
ル
友
好
訪
問
使
節
団
を
派
遣

▲第54学校を訪問し、みんなで記念撮影

▲大草原で馬に乗り、
気分は遊牧民

　

7
月
27
日
、
8
月
6
・
10
日
の

3
回
、
小
学
5
・
6
年
生
を
対
象

に「
夏
休
み
子
ど
も
防
災
監
養
成

講
座
」を
開
設
し
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
は
、
市
地
域
防
災
計

画
の
合
言
葉
、「
み
ん
な
の
力
で
命

と
暮
ら
し
を
守
る
」の
実
践
の
一

環
で
、公
助
に
依
存
し
な
い
自
助
・

共
助
に
よ
る
減
災
思
想
を
普
及
啓

発
す
る
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
台

風
23
号
水
害
を
振
り
返
り
な
が
ら
、

図
上
訓
練「
Dデ

Iィ

Gグ

」や
災
害
を
小

さ
く
す
る
た
め
の
対
策
、
救
急
救

命
方
法
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

〜
未
来
を
担
う
子
ど
も
の
防
災
教
育
〜

夏
休
み
子
ど
も
防
災
監
養
成
講
座
開
設

▲図上訓練「ＤＩＧ」を体験
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今
度
は
、
増
井
光
子
さ
ん
を
失

っ
た
。
英
国
で
の
不
慮
の
事
故
だ

っ
た
。
毎
週
東
京
か
ら
コ
ウ
ノ
ト

リ
の
郷
公
園
に
通
っ
て
お
ら
れ
た
。

6
月
下
旬
、
東
京
で
開
か
れ
た
コ

ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
・
元
研
究
部

長
の
池
田　

啓ひ
ろ
し

さ
ん
を
偲し

の

ぶ
会
で

お
会
い
し
た
と
き
も
、
同
園
長
の

増
井
さ
ん
は
、
い
つ
も
ど
お
り
元

気
満
々
だ
っ
た
。
亡
く
な
っ
た
な

ん
て
。
い
き
な
り
そ
ん
な
こ
と
言

わ
れ
た
っ
て
。

　

最
初
の
出
会
い
は
、
ぼ
く
が
県

会
議
員
に
な
っ
た
1
9
9
1
年
の

夏
だ
っ
た
。
多
摩
動
物
公
園
に
園

長
の
増
井
さ
ん
を
訪
ね
た
。
最
初

の
議
会
質
問
で
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
野

生
復
帰
を
当
局
に
訴
え
る
つ
も
り

だ
っ
た
。
そ
の
意
義
に
つ
い
て
確

信
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
専
門
家

の
意
見
を
聞
い
て
お
き
た
か
っ
た
。

無
意
味
な
こ
と
な
の
か
、
不
可
能

な
こ
と
な
の
か
。

「
中
貝
さ
ん
、
そ
れ
は
と
て
も
価

値
の
あ
る
仕
事
で
す
。で
き
ま
す
」

増
井
さ
ん
は
言
下
に
そ
う
言
わ
れ

た
。
ぼ
く
は
自
信
を
持
っ
た
。

　

一
緒
に
は
か
り
ご
と
も
し
た
。

知
事（
当
時
）に
理
解
し
て
も
ら
う

に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
。
増
井

さ
ん
は
、
自
然
保
護
に
熱
心
な
イ

ギ
リ
ス
の
エ
ジ
ン
バ
ラ
公
に
知
事

あ
て
の
手
紙
を
書
い
て
も
ら
う
こ

と
を
提
案
さ
れ
た
。

「
で
も
、
こ
こ
は
日
本
人
で
」

「
分
か
り
ま
し
た
。
で
は
、
私
が
」

増
井
さ
ん
の
手
紙
は
、
知
事
を
す

っ
か
り
そ
の
気
に
さ
せ
た（
貝
原

さ
ん
、
ご
め
ん
な
さ
い
）。

　

野
生
で
一
度
絶
滅
し
た
動
物
を

再
び
人
里
に
帰
す
と
い
う
、
世
界

に
例
を
見
な
い
壮
大
な
ド
ラ
マ
は

着
実
に
進
み
、
今
、
44
羽
が
再
び

空
を
舞
っ
て
い
る
。

　
「
願
え
ば
か
な
う
」と
い
う
増
井

さ
ん
の
信
念
が
、
未
知
の
事
業
に

明
る
さ
と
勇
気
を
与
え
た
。

　

訃
報
を
聞
い
て
柳
生　

博
さ
ん

が
電
話
を
か
け
て
こ
ら
れ
た
。「
お

い
、
中
貝
君
、
つ
ら
く
て
も
く
じ

け
る
な
よ
」

　

増
井
さ
ん
の
言
葉
を
元
に
、
ぼ

く
は
い
つ
も
こ
う
思
っ
て
い
る
。

「
願
う
こ
と
、
願
い
続
け
る
こ
と
、

投
げ
出
さ
な
い
こ
と
」

そ
れ
で
も
、
そ
れ
で
も

34

　

7
月
24
日
・
25
日
の
2
日
間
、

但
馬
の
夏
を
代
表
す
る
イ
ベ
ン
ト

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」が
開
催
さ
れ
、
全
国

か
ら
訪
れ
た
航
空
フ
ァ
ン
な
ど
、

3
万
2
千
人
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
メ
イ
ン
の

ス
カ
イ
イ
ベン
ト
で
は
、レ
ッ
ド
ブ
ル
・

エ
ア
レ
ー
ス
で
ア
ジ
ア
人
唯
一
の

パ
イ
ロ
ッ
ト
と
し
て
活
躍
中
の
室

屋
義
秀
さ
ん
が
、
華
麗
で
豪
快
な

世
界
最
高
峰
の
曲
技
飛
行
を
披
露
。

他
に
も
各
種
航
空
機
材
に
よ
る
デ

モ
フ
ラ
イ
ト
な
ど
が
行
わ
れ
、
25

日
に
は
陸
上
自
衛
隊
の
対
戦
車
&ア

ン
ド

観
測
ヘ
リ
も
来
航
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
熱
気
球
係
留
フ
ラ
イ
ト

や
ハ
ン
グ
グ
ラ
イ
ダ
ー
シ
ミ
ュ
レ

ー
タ
ー
、
セ
ス
ナ
機
遊
覧
飛
行
な

ど
の
大
空
体
験
イ
ベ
ン
ト
は
、
早

朝
か
ら
長
い
行
列
が
で
き
る
ほ
ど

大
人
気
で
し
た
。

　

地
上
で
も
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
、
紙
飛
行
機
工
作
教
室
、
但
馬

グ
ル
メ
ま
つ
り
、
ス
カ
イ
団
体
や

　

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク（
Gジ

ー

Gジ
ー

Nエ
ヌ

）委
員
の
ニ
コ
ラ
ス
・

ゾ
ウ
ロ
ス（
ギ
リ
シ
ャ
）さ
ん
と
パ

ト
リ
ッ
ク
・
マ
ッ
キ
ー
バ
ー（
イ

ギ
リ
ス
）さ
ん
が
山
陰
海
岸
ジ
オ

パ
ー
ク
の
現
地
視
察
の
た
め
に
来

訪
さ
れ
ま
し
た
。

　

8
月
1
日
の
鳥
取
市
を
皮
切
り

に
、
3
日
に
は
本
市
エ
リ
ア
を
視

察
さ
れ
ま
し
た
。
本
市
で
は
、
城

崎
温
泉
に
宿
泊
。
神
鍋
高
原
、
コ

ウ
ノ
ト
リ
文
化
館
、
玄
武
洞
公
園

を
回
り
な
が
ら
、
地
質
遺
産
の
保

護
状
況
や
G
G
N
加
盟
に
ふ
さ
わ

し
い
活
動
が
で
き
て
い
る
か
な
ど

を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
た
。
委
員
は
、

「
地
形
・
地
質
は
要
素
で
し
か
な

く
、
そ
こ
に
適
応
し
た
生
き
も
の

が
い
て
、
人
が
暮
ら
し
、
文
化
を

築
く
、
そ
れ
を
説
明
す
る
こ
と
が

ジ
オ
パ
ー
ク
だ
」と
話
し
ま
し
た
。

　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
世

界
ジ
オ
パ
ー
ク
へ
の
認
定
可
否
は
、

10
月
に
開
催
予
定
の
会
議
で
決
定

〜
真
夏
の
空
の
祭
典　

３
万
２
千
人
を
魅
了
〜

コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
’10
を
開
催

〜﹁
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
﹂、世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
に
向
け
て
〜

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
が
現
地
視
察
に
来
訪

観
光
・
イ
ベ
ン
ト
ブ
ー
ス
な
ど
盛

り
だ
く
さ
ん
で
、
家
族
連
れ
な
ど

が
夏
休
み
最
初
の
週
末
を
楽
し
く

過
ご
し
ま
し
た
。

▲見事な曲技飛行に観衆はくぎ付け

す
る
見
込
み
で
す
。

▲玄武洞公園の視察の光景（左側2人がＧ
ＧＮ委員）
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城
崎
温
泉
ポ
ケ
ッ
ト
ジ
オ
パ
ー
ク
完
成

七
湯
め
ぐ
り
の
お
休
み
処ど

こ
ろ

で

石
と
話
し
ま
せ
ん
か

城 崎城 崎

青
井
浜
ワ
ン
ワ
ン
ビ
ー
チ
開
設

犬
も
人
も
、
夏
を
謳お
う

歌か

竹 野竹 野

と
よ
お
か
地
元
探
検
隊

自
然
豊
か
な
豊
岡
の
海
を
体
感
！

豊 岡豊 岡

▲整備に携わった武庫川女子大学･大学院の学生にデレ
デレの玄さん

　

8
月
7
日
、
港
地
区
を
会
場
に
、
と
よ
お
か
地
元

探
検
隊（
豊
岡
観
光
協
会
主
催
）が
開
催
さ
れ
、
親
子

連
れ
な
ど
41
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、
気け

比い

の
浜
海
水
浴
場
で
地
引
き
網
を

体
験
。
捕
れ
た
魚
を
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
食
べ
る
な
ど
、

海
の
恵
み
を
味
わ
い
ま
し
た
。
午
後
に
は
、
城
崎
マ

リ
ン
ワ
ー
ル
ド（
瀬
戸
）で
特
別
に「
イ
ル
カ
ガ
イ
ダ

ン
ス
」を
体
験
。
直
接
イ
ル
カ
に
触
れ
ら
れ
る
な
ど
、

海
の
魅
力
を
満
喫
し
た
1
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

初
め
て
地
引
き
網
を
体
験
し
た
古
橋
未み

来く

さ
ん

（
府
中
小
5
年
）は「
簡
単
に
引
っ
張
れ
る
と
思
っ
た

が
、
と
て
も
重
か
っ
た
。
魚
が
た
く
さ
ん
捕
れ
て
楽

し
か
っ
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

7
月
30
日
、
城
崎
温
泉
街
の
旧
御
所
の
湯
跡
地
に

ポ
ケ
ッ
ト
ジ
オ
パ
ー
ク
が
完
成
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、山
陰

海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
への
登
録
に
向
け
、
ま
ち
全
体
で
機
運
を
盛
り
上
げ

る
た
め
に
城
崎
温
泉
観
光
協
会
が
整
備
し
た
も
の
で
す
。

　

敷
地
内
に
は
、
約
1
3
0
個
の
玄
武
岩
で
、
蜂
の

巣
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
や
イ
ノ
シ
シ
の
親
子
を
連
想
さ
せ

る
飛
び
石
、
大お

お

谿た
に

川が
わ

と
同
じ「
城
崎
積
み
」で
作
ら
れ

た
石
垣
な
ど
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
公
園
の
整
備
に
携
わ
っ
た
武
庫
川
女
子
大
学

准
教
授
の
三
宅
正
弘
さ
ん
は「
城
崎
は
ま
ち
全
体
が

自
然
公
園
の
よ
う
。
ぜ
ひ
、
こ
の
公
園
で
石
と
会
話

を
し
て
く
だ
さ
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

た
け
の
観
光
協
会
で
は
、
7
月
17
日
か
ら
8
月
22

日
ま
で
、
青
井
浜
海
水
浴
場（
竹
野
町
竹
野
）を
愛
犬

と
一
緒
に
泳
い
で
遊
べ
る
ペ
ッ
ト
犬
専
用
ビ
ー
チ
と

し
て
開
設
し
ま
し
た
。
ビ
ー
チ
に
は
、
犬
専
用
の
温

泉
・
シ
ャ
ワ
ー
、飼
い
主
専
用
の
更
衣
室
・
シ
ャ
ワ
ー

室
が
完
備
さ
れ
、
犬
も
人
も
快
適
に
過
ご
せ
ま
す
。

　

京
阪
神
か
ら
訪
れ
た
方
々
に
よ
る
と
、
こ
の
ビ
ー

チ
の
情
報
源
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
。「
犬
が
嫌
い
な
方

も
い
る
の
で
、
一
般
海
水
浴
場
で
は
泳
が
せ
ら
れ
ず
、

福
井
県
ま
で
行
っ
て
い
ま
し
た
。
近
く
に
で
き
て
う

れ
し
い
」と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、初
め
て
訪
れ

た
方
が
他
の
飼
い
主
に
犬
の
泳
が
せ
方
を
教
わ
る
な

ど
、
人
の
交
流
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
し
た
。

▲地引き網で捕れた魚をつかんで楽しむ子どもたち

▲広い海に入って、犬もご機嫌。暑さも忘れます
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中
畑
山
ひ
ま
わ
り
畑

暑
い
夏
！
大
地
に
も
無
数
の「
太
陽
」が

咲
き
ま
し
た

但 東但 東

第
60
回
日
高
地
域
市
民
野
球
大
会

恒
例
の
大
会
に
高
齢
の
チ
ー
ム
が

奮
闘
！「
若
い
者
に
は
負
け
な
い
」

日 高日 高

まちの情報などがありましたら、秘書広
報課広報・交流係まで連絡ください。

▲｢昔取ったきねづか」で好投した球愛ＧＧの八代投手

　

7
月
25
日
か
ら
8
月
15
日
、
植
村
直
己
記
念
ス
ポ

ー
ツ
公
園（
日
高
町
野
）な
ど
で
、
日
高
地
域
市
民
野

球
大
会
が
開
催
さ
れ
、
24
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
60
回
を
数
え
る
記
念
大
会
と
し
て
、
60

歳
以
上
の
選
手
で
構
成
す
る「
球
愛
Ｇじ

ぃ

Ｇじ
ぃ

」が
特
別

枠
で
参
加
し
、
話
題
を
提
供
し
ま
し
た
。
大
会
で
は
、

各
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、
球
愛
Ｇ
Ｇ
も
若
手

チ
ー
ム
に
負
け
じ
と「
初
戦
突
破
」に
挑
み
ま
し
た
。

　

目
標
は
達
成
さ
れ
ず
と
も
、
監
督
の
清
水
利
彦
さ

ん
は「
こ
の
年
で
も
野
球
が
で
き
る
ん
だ
、
と
い
う

喜
び
を
若
年
者
へ
伝
え
た
か
っ
た
」と
話
し
ま
し
た
。

　

気
力
の
衰
え
も
知
ら
ず
、
終
始
笑
顔
の「
Ｇ
Ｇ
」は
、

次
な
る
記
念
大
会
へ
の
出
場
を
夢
見
て
い
ま
す
。

▲来場者の目を楽しませる太陽のようなヒマワリ

　

8
月
10
日
か
ら
17
日
ま
で
、「
中
畑
山
ひ
ま
わ
り

畑
」が
開
園
し
、
見
ご
ろ
を
迎
え
た
ヒ
マ
ワ
リ
を
見

に
、
多
く
の
方
が
来
訪
し
ま
し
た
。

　

約
70
万
本
も
の
ヒ
マ
ワ
リ
が
咲
き
誇
っ
た
こ
の
会

場
で
は
、
中
畑
山
の
方
々
が
来
場
者
を
迎
え
ま
す
。

ま
た
、
4
月
の「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ま
つ
り
」会
場
と
同

じ
場
所
の
た
め
、
春
は
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、
夏
は
ヒ
マ

ワ
リ
を
楽
し
み
に
来
る
方
も
い
ま
す
。

　

今
年
の
花
の
出
来
は
、
一
部
で
生
育
が
良
く
な
か

っ
た
も
の
の
、
大
き
く
開
花
し
、
来
場
者
は
、「
多
く

咲
い
て
る
な
ぁ
」「
き
れ
い
や
ね
ぇ
」と
記
念
撮
影
を

し
た
り
、
ヒ
マ
ワ
リ
の
切
り
花
を
持
ち
帰
っ
た
り
と
、

夏
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

出
石
奥
小
野
は
す
ま
つ
り

今
年
は
獣
害
に
負
け
ず
、盛
大
に
開
催

出 石出 石
　

7
月
31
日
と
8
月
1
日
の
2
日
間
、
出
石
町
奥
小

野「
は
す
園
」で
、
は
す
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

白
色
、
桃
色
の
ハ
ス
の
花
が
咲
き
誇
る
会
場
で
は
、

奥
小
野
区
の
女
性
た
ち
が
作
っ
た
ハ
ス
の
加
工
品
・

民
芸
品
な
ど
の
販
売
や
、
来
場
者
全
員
に
景
品
が
当

た
る
抽
選
会
な
ど
も
行
わ
れ
、
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。

　

は
す
同
好
会
会
長
の
奥
谷
栄
次
さ
ん
は「
去
年
は
、

獣
害
で
、
ハ
ス
が
全
滅
し
て
し
ま
っ
た
。
今
年
は
、

豊
岡
地
域
の
方
か
ら
苗
を
分
け
て
も
ら
い
、
同
好
会

員
が
電
気
柵
を
補
強
す
る
な
ど
し
て
、
こ
こ
ま
で
復

活
で
き
ま
し
た
」と
、
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
る
ま
で
の

苦
労
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲3千平方メートルの休耕田に、1万株のハスが植えられ
た｢はす園｣
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き
っ
か
け
は
台
風
23
号

　

昨
年
初
め
て
開
催
さ
れ
た
但
東

「
蓮は

す

ま
つ
り
」。
こ
の
蓮
ま
つ
り
の

仕
掛
け
人
は
、
但
東
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
観
光
協
会
副
会
長
で「
い
っ
ち

ゃ
ん
お
っ
ち
ゃ
ん
」の
名
で
親
し

ま
れ
る
淀　

逸
郎
さ
ん
で
す
。

　

淀
さ
ん
の
住
む
但
東
町
平
田
の

猛も
う

原ら

は
、
元
々
、
日
当
た
り
が
悪

く
肥
沃
な
土
地
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
近
年
、
土
地
改
良
や
サ

イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
の
整
備
で
日

当
た
り
が
良
く
な
り
ま
し
た
が
、

平
成
16
年
台
風
23
号
の
土
砂
災
害

で
、
こ
の
辺
の
田
ん
ぼ
は
完
全
に

埋
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。「
土

砂
を
上
げ
て
田
ん
ぼ
に
戻
す
の
は

お
金
も
人
手
も
掛
か
り
大
変
や
で

な
」と
話
す
淀
さ
ん
は
、
自
身
の

田
ん
ぼ
約
10
ア
ー
ル
の
土
砂
を
寄

せ
て
中
島
を
作
り
、
周
り
を
ビ
オ

ト
ー
プ
に
し
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
に
4
種
類
の
ハ
ス
を

植
え
て
ハ
ス
池
を
作
り
、昨
年
、約

5
、0
0
0
本
の
花
を
つ
け
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
、多
く
の
方
に
ハ
ス

を
見
て
も
ら
お
う
と「
蓮
ま
つ
り
」

を
開
催
し
ま
し
た
。「
い
っ
ち
ゃ
ん

お
っ
ち
ゃ
ん
の
蓮
池
」と
名
付
け

た
こ
の
池
は
、
ド
ジ
ョ
ウ
、
カ
エ

ル
、
ト
ン
ボ
な
ど
の
多
く
の
生
き

も
の
も
生
息
す
る「
生
物
の
多
様

性
を
育
む
池
」と
な
っ
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦

　

今
年
は
、
初
め
て
田
ん
ぼ
ア
ー

ト
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
但
東
町
奥

藤
と
大
河
内
で
毎
年
開
催
し
て
い

る
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
に
使
う
古
代
稲

を
譲
り
受
け
、
ハ
ス
池
の
そ
ば
の

自
身
の
田
ん
ぼ
に
4
種
類
の
古
代

稲
を
6
月
に
植
え
ま
し
た
。
図
柄

は
、
ハ
ス
の
上
に
モ
リ
ア
オ
ガ
エ

ル
の
顔
を
描
い
た
も
の
で
、
9
月

に
見
ご
ろ
を
迎
え
ま
す
。「
但
東
地

域
3
つ
の
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
で
何
か

イ
ベ
ン
ト
が
で
き
た
ら
な
ー
」と
、

夢
を
膨
ら
ま
せ
る
淀
さ
ん
に
、
休

み
は
な
い
よ
う
で
す
。

人
と
の
触
れ
合
い
を
活
力
に

　

人
、
特
に
子
ど
も
と
の
触
れ
合

い
が
大
好
き
な
淀
さ
ん
は
、
子
ど

も
の
野
生
復
帰
大
作
戦「
キ
ッ
ズ

ワ
イ
ル
ド
」に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

参
加
し
た
り
、
た
ん
と
う
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
ま
つ
り
で
は
、
モ
ン
ゴ

ル
の
民
族
衣
装
を
身
に
ま
と

い
、
来
場
者
を
笑
顔
で
出
迎

え
た
り
し
て
い
ま
す
。「
子

ど
も
と
の
触
れ
合
い
は
、
元

気
が
も
ら
え
て
楽
し
い
で
す

よ
。
抵
抗
力
の
あ
る
強
い
子

ど
も
を
増
や
し
た
い
ね
」と

話
す
淀
さ
ん
。
地
域
の
子
ど

も
の
中
に
は
、
淀
さ
ん
か
ら

ハ
ス
の
話
を
聞
い
て
研
究
し
、
夏

休
み
課
題
と
し
て
学
校
に
提
出
す

る
子
も
い
る
と
の
こ
と
。
す
っ
か

り
淀
さ
ん
は「
但
東
の
ハ
ス
博
士
」

に
な
っ
て
い
る
模
様
で
す
。

　

8
月
1
日
に
開
催
さ
れ
た「
蓮

ま
つ
り
」に
は
、
市
内
外
か
ら
多

く
の
来
場
者
が
あ
り
、
象ぞ

う

鼻び

杯は
い

体

験（
ハ
ス
の
葉
の
茎
を
ス
ト
ロ
ー

に
し
て
お
茶
な
ど
を
飲
む
）を
し

た
り
、
自
身
で
作
っ
た
ハ
ス
茶
、

ハ
ス
ご
飯
を
振
る
舞
い
ま
し
た
。

但
東
を
花
い
っ
ぱ
い
に

　
「
但
東
地
域
を
花
で
埋
め
尽
く

し
、
四
季
折
々
の
花
を
め
で
る
ま

ち
に
し
た
い
」と
新
た
な
夢
を
語

る
淀
さ
ん
。
淀
さ
ん
の
パ
ワ
ー
を

持
っ
て
す
れ
ば
、
近
い
将
来
、
春

は
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、
ア
ジ
サ
イ
、

夏
は
ハ
ス
、
ヒ
マ
ワ
リ
、
秋
は
ド

ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
、
そ
し
て
冬
に
は

雪
の
華
が
地
域
を
覆
い
つ
く
す
こ

と
で
し
ょ
う
。

　

但
東
地
域
を
、四
季
折
々
の
花
を
め
で
る
ま
ち
に
す
る
た

め
に
、地
域
を
巻
き
込
ん
で
活
動
に
取
り
組
む
元
気
な
男
性

を
紹
介
し
ま
す
。

淀　

逸い
つ

郎ろ
う

さ
ん（
59
歳
）但
東
町
平
田

ま
ち
を
愛
し
、
人
を
愛
し

自
然
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
元
気
人

コーちゃん・オーちゃんの

「見つけた！豊岡元気人」

象鼻杯を体験する子どもたち

▲自然をこよなく愛する淀さん。趣
味はゴルフ、山登り

ハスとカエルの顔が描かれた田んぼアート ハスの説明をしながらハスご飯･ハス茶を振る舞う

ハス池でハスに語りかける淀さん
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出
石
市
街
地
に
位
置
す
る
出
石

幼
稚
園
で
は
、
年
に
数
回
、
近
隣

の
弘
道
小
学
校
で
、
1
年
生
と
一

緒
に
授
業
を
体
験
す
る
な
ど
、
楽

し
い
交
流
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

7
月
9
日
、
同
小
学
校
の
プ
ー

ル
で
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
、

そ
の
様
子
を
の
ぞ
い
て
み
ま
し
た
。

わ
く
わ
く
、
ど
き
ど
き

楽
し
み
だ
な
あ

　
「
ど
ん
な
プ
ー
ル
か
な
?
」。
園

児
た
ち
は
、
期
待
で
胸
を
膨
ら

ま
せ
な
が
ら
、

園
を
出
発
し
、

小
学
校
へ
向

か
い
ま
す
。

　

年
長
組

（
5
歳
児
）の

園
児
が
年
少

組（
4
歳
児
）

の
園
児
の
手
を
し
っ
か
り
握
っ
て
、

元
気
よ
く
歩
き
ま
す
。
安
全
確
認

も
怠
り
ま
せ
ん
。

頼
も
し
い

お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん

　

プ
ー
ル
に
着
く
と
、
1
年
生
と

年
長
組
の
園
児
が
バ
デ
ィ（
仲
間
）

を
組
み
ま
す
。
仲
良
く
体
操
し
た

り
、
洗せ

ん

体た
い

槽そ
う

に
つ
か

っ
た
り
…
。「
シ

ャ
ワ
ー
で
は
、

帽
子
を
脱
い
で

!
」と
、
1
年

生
か
ら
教
え
て
も
ら

う
園
児
た
ち
。
頼
り
に
な
る
お
兄

さ
ん
と
お
姉
さ
ん
た
ち
で
す
。

初
体
験
、
少
し
不
安
…

大
き
な
プ
ー
ル
大
丈
夫
？

　

初
め
て
体
験
す
る
小
学
校
の
プ

ー
ル
。
園
の
プ
ー
ル
よ
り
、
は

る
か
に
大
き

く
て
深
い
で

す
。
で
も
、

1
年
生
が
上
手
に
見

本
を
見
せ
て
く
れ
た

り
、
時
に

は
手
を
差

し
伸
べ
て

く
れ
た
り

…
。
お
か

げ
で
園
児

た
ち
の
不

安
も
解
消
!
上
手
に
潜
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

わ
た
し
た
ち
も
入
れ
た
よ
！

　

年
少
組
の
園

児
た
ち
も
、

小
学
校
の
プ

ー
ル
を
体
験
。
入

っ
た
だ
け
で
、
胸

の
高
さ
ま
で
水
が

く
る
深
さ
で
す
が
、

怖
が
ら
ず
、
駆

け
回
っ
て
い
ま

し
た
。

早
く
１
年
生
に
な
り
た
い
な
！

　

プ
ー
ル
の
時
間
が
終
わ
る
と
、

園
児
た
ち
は
校
庭
で

お
弁
当
を
食
べ
ま
し

た
。
楽
し
か
っ
た
プ
ー

ル
の
時
間
を
振
り
返

り
な
が
ら
、
感
じ

る
こ
と
は
み
ん
な

同
じ
で
す
。「
早
く

1
年
生
に
な
り
た
い
な
」。

但
馬
か
ら
甲
子
園
出
場
を
目
指
す
中
学
生
の
野
球
チ
ー
ム

兵
庫
豊
岡
ボ
ー
イ
ズ（
豊
岡
）

　

中
学
生
の
硬
式
野
球
チ
ー
ム

「
兵
庫
豊
岡
ボ
ー
イ
ズ
」は
、
平
成

17
年
4
月
に
誕
生
し
ま
し
た
。

　

代
表
者
の
山
口
健け

ん

輔す
け

さ
ん
は

「
設
立
当
初
の
部
員
は
8
人
で
、

試
合
す
ら
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

硬
式
野
球
が
で
き
る
場
所
は
限
ら

れ
、
練
習
は
但
東

町
ス
ポ
ー
ツ
公
園

ま
で
行
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
チ
ー

ム
に
は
、
但
馬
地

域
の
優
秀
な
選
手

が
集
ま
っ
て
い
る

の
に
、
県
レ
ベ
ル

に
な
る
と
コ
ー
ル

ド
負
け
。
初
め
て

公
式
戦
で
勝
っ
た

の
は
平
成
20
年
で

す
」と
振
り
返
り
ま
す
。

　

現
在
部
員
は
21
人
。
野
球
を
通

し
て
、
体
力
や
忍
耐
力
を
養
い
、

勉
強
や
学
校
の
ク
ラ
ブ
活
動
と
も

両
立
さ
せ
な
が
ら
、
毎
週
土
・
日

曜
日
に
旧
豊
岡
南
高
等
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

設
立
当
初
か
ら
の
監
督
・
山
崎

裕ゆ
う

剛ご
う

さ
ん
は「
野
球
技
術
の
前
に

礼
儀
。
野
球
だ
け
で
な
く
何
事
も

一
生
懸
命
に
す
る
子
ど
も
、高
校
・

社
会
に
通
用
す
る
人
間
を
育
て
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
5
年

間
で
子
ど
も
た
ち
は
成
長
し
、
自

然
と
野
球
も
強
く
な
っ
て
き
ま
し

た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
チ
ー
ム

は
、
近
年
、
ボ

ー
イ
ズ
リ
ー
グ

県
大
会
で
ベ
ス

ト
4
に
入
っ
た

り
、
今
年
7
月
、

鳥
取
県
岩
美
町

で
開
催
の
大
会

で
優
勝
す
る
な

ど
、
頑
張
り
が

結
果
と
な
っ
て

表
れ
て
き
ま
し

た
。

　

練
習
試
合
を
の
ぞ
く
と
、
会
う

子
会
う
子
が
脱
帽
し
て
、「
こ
ん

に
ち
は
」と
元
気
に
あ
い
さ
つ
を

し
ま
す
。

　

ま
ず
は
甲
子
園
出
場
。
そ
し
て
、

目
指
す
は
イ
チ
ロ
ー
や
ア
レ
ッ
ク

ス
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
と
、
子
ど
も
た

ち
の
夢
は
膨
ら
み
ま
す
。

出
石
幼
稚
園
（
出
石
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
園
児
59
人
〉

●
幼稚園

編

広
報
マ
ン
が
や
っ
て
き
た
！

広
報
マ
ン
が
や
っ
て
き
た
！

⑧

▲第５回岩見町町長旗争奪・岩美テンプルボー
イズ大会優勝
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く
ら
し
の
相
談
室
だ
よ
り
17

　

気
を
付
け
よ
う
！
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約

広報とよおか　2010.8.25 18

販
売
量
を
超
え
た
契
約
を
し
た
と

き
は「
契
約
の
解
除
」、
販
売
業
者

が「
う
そ
の
説
明
」を
し
た
と
き
は

「
契
約
の
取
り
消
し
」が
で
き
ま
す
。

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
リ
ボ
ル

ビ
ン
グ
払
い（
リ
ボ
払
い
）は
、
毎

月
返
済
額
が
変
わ
ら
な
い
た
め
、

借
金
を
し
て
い
る
と
い
う
意
識
が

薄
れ
、
知
ら
な
い
う
ち
に
借
り
入

れ
を
増
や
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

　

借
入
額
が
増
え
る
と
返
済
期
間

が
長
く
な
り
、
利
息
の

負
担
が
激
増
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、複
数
の
カ
ー

ド
で
リ
ボ
払
い
を
利
用
し
、
利
用

額
が
支
払
い
能
力
を
上
回
っ
て
多

重
債
務
に
陥
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

支
払
う
余
裕
の
あ
る
と
き
は
一

括
で
払
う
こ
と
を
検
討
す
る
な
ど
、

気
軽
に
リ
ボ
払
い
を
利
用
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
た
場

合
は
、「
豊
岡
市
く
ら
し
の
相
談

室
」に
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
は
、
販
売
業

者
か
ら
商
品
を
購
入
す
る
と
き
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
が
代
金
を
立
替

払
い
し
て
、
購
入
者
が
後
日
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
会
社
に
返
済
す
る
契
約

で
す
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
に
は
次

の
2
つ
が
あ
り
ま
す
。

■
包
括
ク
レ
ジ
ッ
ト

　

あ
ら
か
じ
め
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
を
発
行
し
て
お
き
、
販
売
業
者

に
カ
ー
ド
を
提
示
し
て
利
用
限
度

額
の
範
囲
内
で
商
品
を
購
入
す
る
。

■
個
別
ク
レ
ジ
ッ
ト

　

商
品
購
入
の
都
度
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
申
込
書
を
作
成
し
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
会
社
が
審
査
し
て
代
金
を
立
替

払
い
す
る
。

　

確
実
に
返
済
で
き
る
見
込
み
の

な
い
ま
ま
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
利
用
す

る
と
、
生
活
が
破は

綻た
ん

し
ま
す
。

　

ま
た
、
訪
問
販
売
業
者
は
、
高

額
な
商
品
も「
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
利

用
で
簡
単
に
支
払
え
る
」な
ど
と

強
引
に
勧
誘
す
る
こ
と
が
あ
る
の

で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

訪
問
販
売
な
ど
で
契
約
し
た
商

品
を
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
す
る
場

合
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
も
一
緒
に

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
訪
問
販
売
で
常
識
的
な

ク
レ
ジ
ッ
ト
は
借
金
と
同
じ

個
別
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
の
解
除
な
ど

5

　

今
回
は
、
前
回
に
続
き
、
環
境
都
市「
豊
岡
エ
コ
バ
レ
ー
」を
実
現

す
る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
践
例
を
説
明
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
経
済
課
エ
コ
バ
レ
ー
推
進
係
☎
23

－

4
4
8
0

環
境
都
市  
「
豊
岡
エ
コ
バ
レ
ー
」

み
ん
な
で
実
現
し
よ
う
！

︽
豊
岡
市
く
ら
し
の
相
談
室
︾

▽
相
談
受
付　

月
〜
金
曜
日（
祝

日
、
年
末
年
始
は
除
く
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▽
相
談
場
所　

生
活
環
境
課
内

▽
電
話
相
談　

☎
21
－
9
0
0
1

み
ん
な
で
実
現
し
よ
う
！

み
ん
な
で
実
現
し
よ
う
！

豊
岡
エ
コ
バ
レ
ー

　

企
業
の
産
業
競
争
力
強
化
に
取

り
組
む
事
業
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
環
境
経
済
型
事
業

を
支
援
す
る
た
め
に
創

設
し
ま
し
た
。

　

補
助
対
象
と
な
る
も

の
は
、
次
の
4
項
目
で
す
。

①
新
製
品
、
新
技
術
、
新
サ
ー
ビ

ス
な
ど
の
開
発

②
商
品
、サ
ー
ビ
ス
、仕
組

み
な
ど
の
開
発
・
推
進

③
大
学
な
ど
と
の
共
同
・

委
託
研
究

④
創
業
・
新
規
事
業
の
開
発

　

補
助
金
額
は
、
③
が
50
万
円
以

内
、そ
の
他
の
項
目
は
3
0
0
万
円

以
内
で
す（
補
助
率
は
す
べ
て
対

象
経
費
の
2
分
の
1
以
内
）。

　

既
に
、
募
集
・
審
査
は
終
了
し
、

9
事
業
者
を
採
択
し
ま
し
た
が
、

②
の
補
助
金
額
が
25
万
円
以
下
の

事
業
と
③
は
、
予
算
の
範
囲
内
で

先
着
順
に
随
時
申
請
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
の
で
、
利
用
く
だ
さ
い
。 　

大
学
の
持
つ
知
見
を
地
域
経

済
・
産
業
の
発
展
に
役
立
て
る
た

め
、
兵
庫
県
立
大
学
経
済
学
部
お

よ
び
経
営
学
部
と
包
括
協
定
に
よ

る
連
携
協
力
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は「
中
心
市
街
地
の
活

性
化
」や「
か
ば
ん
産
業
の
振
興
」、

「
農
村
活
性
化
」と
い
っ
た
テ
ー
マ

で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク（
調
査
研

究
）し
、
課
題
の
整
理
と
提
案
が

行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
同
大
学
工
学

部
と
の
連
携
な
ど
に
よ

る
も
の
づ
く
り
支
援
な

ど
、
工
業
振
興
を
目
的
に
、
6

月
末
に「
豊
岡
市
工
業
会（
仮
称
）

設
立
準
備
会
」を
発
足
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
先
進
地
域
の
視
察
や
他

の
地
域
の
グ
ル
ー
プ
と
の
交
流
な

ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
準
備
会
で
は
、
新
た
に

会
員
と
な
っ
て
い
た
だ
け
る
方
を

募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▲キッズ消費者講座の様子

技
術
革
新
等

支
援
補
助
金
制
度
の
創
設

産
官
学
連
携
体
制
の
構
築

リ
ボ
ル
ビ
ン
グ
払
い
に
注
意
！

キ
ッ
ズ
消
費
者
講
座
を

開
催
し
ま
し
た
！

　

7
月
28
日
、
豊
岡
地
区
公
民
館

で
、
正
し
い
金
銭
感
覚
を
身
に
付

け
る
た
め
の「
お
金
の
使
い
方
学

習
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

買
い
物
に
は「
予
算
」と「
目
的
」

が
あ
る
こ
と
を
お
つ
か
い
ゲ
ー
ム

で
学
ん
だ
り
、
お
金
に
ま
つ
わ
る

ク
イ
ズ
を
親
子
で
考
え
た
り
し
ま

し
た
。

　

参
加
者

の
田
中
な

の
か
さ
ん

（
香
住
）は
、

「
お
母
さ

ん
が
買
い

物
を
す
る
と
き
は
、
予
算
を
考
え

て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
」と
話

し
て
い
ま
し
た
。
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え
た
消
防
救
助
技
術

を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

本
市
消
防
本
部
か

ら
も
救
助
隊
員
10
人

が
3
種
目
の
競
技
に

出
場
し
、
ロ
ー
プ
応
用
登
は
ん
訓

練
の
部
で
、
田
中
政
明
消
防
士
長
、

中
尾
幸
正
消
防
副
士
長
の
チ
ー
ム

が
第
1
位
の
成
績
を
収
め
、
近

畿
地
区
代
表
と
し
て
、
8
月
27
日

（
金
）開
催
の
第
39
回
全
国
消
防
救

助
技
術
大
会（
京
都
市
消
防
活
動

総
合
セ
ン
タ
ー
）に
出
場
し
ま
す
。

　

製
作
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
奥
村

恵
美
子
さ
ん
と
映
像
作
家
の
藤
原

次
郎
さ
ん
が
製
作
し
た
映
画「
い

つ
も
の
風
景　

T
a
k
e
n
o
‐

H
a
u
h
o
」が
、
ド
イ
ツ
の
映

画
祭「
第
11
回
ワ
ー
ル
ド
メ
デ
ィ

ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」の
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

部
門
で
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
映
画
は
、
日
本
の
田
園
風

景
が
広
が
る
竹
野
町
と
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
の
伝
統
的
な
生
活
文
化
が
息

づ
く
ハ
メ
ー
ン
リ
ン
ナ
・
ハ
ウ
ホ

地
区
を
撮
影
し
、
1
本
の
映
像
詩

と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

▽
浅
沼
友
貴（
近
畿
大
学
附
属
豊

岡
高
校
3
年
）、
嶋　

留
衣（
近

畿
大
学
附
属
豊
岡
高
校
3
年
）

■
婦
人
演
技
の
部　

2
位

▽
嶋
み
つ
る（
城
南
町
）、
鈴
木
智

美（
千
代
田
町
）

■
高
校
生
団
体
の
部　

優
勝

▽
浅
沼
友
貴
・
嶋　

留
衣
・
田
村

琴
子（
近
畿
大
学
附
属
豊
岡
高

校
3
年
）

■
一
般
団
体
の
部　

2
位

▽
山
本
厚
子（
加
広
町
）、
鈴
木
智

美（
千
代
田
町
）、成
田
香
織（
日

高
町
祢
布
）

■
高
校
生
個
人
の
部　

2
位

▽
浅
沼
友
貴（
近
畿
大
学
附
属
豊

岡
高
校
3
年
）

■
高
校
生
個
人
の
部　

3
位

▽
嶋　

留
衣（
近
畿
大
学
附
属
豊

岡
高
校
3
年
）

■
一
般
個
人
の
部　

3
位

▽
成
田
香
織（
日
高
町
祢
布
）

■
婦
人
個
人
の
部　

3
位

▽
鈴
木
智
美（
千
代
田
町
）

　

7
月
24
日
、
兵
庫
県
広
域
防
災

セ
ン
タ
ー（
三
木
市
）で
第
39
回
消

防
救
助
技
術
近
畿
地
区
指
導
会
が

開
催
さ
れ
、
兵
庫
県
・
大
阪
府
内

の
各
消
防
本
部
か
ら
救
助
隊
員
約

9
0
0
人
が
参
加
し
、
日
ご
ろ
鍛

■
優
良
愛
育
班
員

▽
三
輪
梨
花
子（
竹
野
町
桑
野
本
）

■
優
良
愛
育
班
員

▽
保ほ

正し
ょ
う

勝
美（
竹
野
町
竹
野
）

（
8
月
20
日
〜
23
日
、
鳥
取
市
）

■
陸
上「
女
子
8
0
0
メ
ー
ト
ル
」

▽
三
木
梨
香
子（
日
高
東
中
2
年
）

（
8
月
21
日
〜
23
日
、
広
島
市
）

■
水
泳「
男
子
4
0
0
メ
ー
ト
ル

自
由
形
」

▽
原　

嘉か

一い
ち（

城
崎
中
3
年
）

（
7
月
28
日
〜
8
月
20
日
、沖
縄
県
）

■
陸
上「
男
子
4
×
1
0
0
メ
ー

ト
ル
リ
レ
ー
」

▽
上
野
雄
介（
滝
川
第
二
高
校
3

年
・
城
南
町
）

　

上
野
さ
ん
は
、
表
記
大
会
で
優

勝
し
ま
し
た
。

■
陸
上「
女
子
4
0
0
メ
ー
ト
ル
」

▽
石
谷
陽は
る

奈な（
豊
岡
高
校
3
年
）

■
な
ぎ
な
た

▽
浅
沼
友ゆ

貴き
（
近
畿
大
学
附
属
豊

岡
高
校
3
年
）

▽
嶋　

留る

衣い
（
近
畿
大
学
附
属
豊

岡
高
校
3
年
）

■
卓
球「
男
子
学
校
対
抗
・

シ
ン
グ
ル
ス
」

▽
西
浦
功
一（
滝
川
第
二
高
校
3

年
・
出
石
町
鳥
居
）

▽
栄
次
慶よ
し

祥た
だ（

滝
川
第
二
高
校
2

年
・
出
石
町
上
村
）

■
卓
球「
女
子
学
校
対
抗
・

シ
ン
グ
ル
ス
」

▽
大
井
美み

好よ
し（

夙
川
学
院
高
校
2

年
・
圡ひ

じ

渕う
ち

）

■
中
学
生
演
技
の
部　

優
勝

▽
大
石
樹
里（
五
荘
小
6
年
）、
中

村
正
子（
豊
岡
南
中
1
年
）

■
高
校
生
演
技
の
部　

優
勝

　本コーナーに出演いただくお子さんを募集
します。対象は市内在住で2歳までの乳幼児。
お子さんの写真の裏に氏名（ふりがな）、性別、
生年月日、保護者の氏名、住所、電話番号と
コメント（40字以内）を添えて、秘書広報課
「すくすく日記係」へお送りください。

　

外
遊
び
が
大
好
き
な
壮
ち
ゃ
ん
、

こ
れ
か
ら
も
お
兄
ち
ゃ
ん
と
元
気
よ

く
思
い
き
り
遊
ぼ
う
ね
！

（
父 

英
雄
・
母 

英
子
、出
石
町
中
村
）

中嶋壮
そう

二
じ

朗
ろう

ちゃん
（平成20年11月8日生）

　

わ
ん
ぱ
く
で
、元
気
い
っ
ぱ
い
の
陵

太
。お
姉
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
、の
び
の

び
育
っ
て
ネ
♡　
　

（
父 

智
志
・
母 

美
紀
、日
高
町
上
郷
）

山﨑 陵
りょう

太
た

ちゃん
（平成21年7月31日生）

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

第
28
回
ひ
ょ
う
ご
愛
育
の
集
い
知
事
表
彰

「
い
つ
も
の
風
景　

T
タ

ケ

ノ

a
k
e
n
o

‐
H

ハ

ウ

ホ

a
u
h
o
」

ド
イ
ツ
の
映
画
祭
で
金
賞
受
賞

第
37
回
全
日
本
中
学
校

　

陸
上
競
技
選
手
権
大
会
出
場

第
28
回
ひ
ょ
う
ご
愛
育
の
集
い

兵
庫
県
愛
育
連
合
会
長
表
彰

第
50
回
全
国
中
学
校

　

水
泳
競
技
大
会
出
場

平
成
22
年
度
全
国
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会
出
場

兵
庫
県
民
体
育
大
会

第
44
回
兵
庫
県
な
ぎ
な
た
大
会

全
国
消
防
救
助
技
術
大
会
出
場



●豊 岡 市 役 所
　☎23−1111
●城崎総合支所
　☎32−0001
●竹野総合支所
　☎47−1111
●日高総合支所
　☎42−1111
●出石総合支所
　☎52−3111
●但東総合支所
　☎54−1000

広報とよおか　2010.8.25 20

期　

間

催　

し

9
月
10
日
は
下
水
道
の
日

◆
下
水
道
に
つ
な
い
で
い
な
い
方

は
一
日
も
早
い
接
続
を

○
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
と
…

・
海
や
川
が
美
し
く
な
り
ま
す
。

・
ま
ち
が
き
れ
い
に
な
り
ま
す
。

・
水
洗
ト
イ
レ
が
使
え
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　

美
し
い
自
然
環
境
を
子
ど
も
た

ち
に
残
す
の
は
、
わ
た
し
た
ち
の

責
務
で
す
。

◆
下
水
道
は
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

　

下
水
道
に
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
以
外
の
水
に
溶
け
な
い
紙
や

油
類
・
固
形
物
を
流
す
と
、下
水
道

管
が
詰
ま
り
、そ
の
修
理
時
に
は
下

水
道
を
使
用
し
て
い
る
皆
さ
ん
に

迷
惑
を
掛
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
気
を
付
け
て
、

下
水
道
を
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

▽
問
合
せ　

下
水
道
課

　

☎
22
－
1
8
0
1

第
22
回
豊
岡
市
日
高
消
防
団

　
　
　
　
　

消
防
操
法
大
会

▽
日
時　

9
月
5
日（
日
）午
前
7

時
30
分
〜
正
午

※
少
雨
決
行
、
延
期
な
し

▽
場
所　

名な

色し
き

第
6
駐
車
場（
日
高

町
名
色
）

▽
内
容　

消
防
ポ
ン
プ
操
法（
水
出

し
）、
表
彰
式

▽
問
合
せ　

日
高
総
合
支
所
地
域

振
興
課
☎
21
－
9
0
5
2

第
33
回
豊
岡
チ
ャ
ー
チ
ル
会

絵
画
展

　

絵
を
楽
し
む
心
が
伝
わ
る
、
個

性
輝
く
作
品
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

9
月
10
日（
金
）〜
12
日

（
日
）午
前
9
時
〜
午
後
5
時

※
12
日（
日
）は
午
後
4
時
ま
で

▽
場
所　

市
民
会
館　

3
階　

ギ
ャ

ラ
リ
ー（
立
野
町
）

長
寿
園
入
浴
無
料
サ
ー
ビ
ス

但
馬
地
域
交
流
フ
ェ
ス
タ

2
0
1
0

▽
期
間　

9
月
1
日（
水
）〜
30
日

（
木
）の
火
・
木
・
土
曜
日

・
男
性
…
午
前
11
時
〜
午
後
0
時

30
分

・
女
性
…
午
後
0
時
30
分
〜
3
時

30
分

▽
場
所　

長
寿
園（
幸
町
）

　

但
馬
地
域
の
県
民
交
流
広
場
・

生
活
創
造
活
動
グ
ル
ー
プ
な
ど
の

交
流
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

▽
日
時　

9
月
11
日（
土
）午
後
0

時
30
分
〜
4
時

▽
場
所　
県
立
但
馬
文
教
府（
妙
楽
寺
）

▽
内
容　

活
動
発
表
・
フ
ォ
ー
ラ

ム
・
作
品
展
・
物
産
展

▽
問
合
せ　

県
立
但
馬
文
教
府

　

☎
22
－
4
4
0
7

▽
問
合
せ　

豊
岡
文
化
協
会

　

☎
23
－
0
2
5
5

▽
対
象　

市
内
在
住
の
60
歳
以
上

の
方

▽
問
合
せ　

高
年
福
祉
課
高
年
福

祉
係
☎
29
－
0
0
5
5

子
育
て
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

◆
城
崎
子
育
て
セ
ン
タ
ー「
お
月
見
会
」

▽
日
時　

9
月
8
日（
水
）午
前
10

時
30
分
〜
11
時
30
分

▽
場
所　

城
崎
子
育
て
セ
ン
タ
ー

（
城
崎
町
湯
島
）

▽
対
象　

乳
幼
児
と
保
護
者

▽
内
容　

親
子
で
団
子
作
り

▽
参
加
費　

親
子
一
組
50
円

▽
持
ち
物　

お
茶

▽
問
合
せ　

城
崎
子
育
て
セ
ン
タ
ー

☎
32
－
4
6
6
6　

◆
竹
野
子
育
て
セ
ン
タ
ー「
お
月
見
会
」

▽
日
時　

9
月
7
日（
火
）午
後
7

時
〜
8
時
30
分

▽
場
所　

竹
野
子
育
て
セ
ン
タ
ー

　
（
竹
野
町
和
田
）

▽
対
象　

乳
幼
児
と
保
護
者

▽
内
容　

手
作
り
花
火
の
製
作
、
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ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
鑑
賞

▽
問
合
せ　

竹
野
子
育
て
セ
ン
タ
ー

☎
47
－
2
0
3
0

◆
日
高
子
育
て
セ
ン
タ
ー

○「
赤
ち
ゃ
ん
マ
ッ
サ
ー
ジ
」

▽
日
時　

9
月
24
日（
金
）午
前
10

時
〜
11
時
30
分

▽
対
象　

1
歳
6
カ
月
ぐ
ら
い
ま

で
の
乳
幼
児
と
保
護
者

▽
持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル
1
枚

○「
3
Bビ

ー

体
操
」

▽
日
時　

9
月
25
日（
土
）午
前
10

時
〜
11
時
30
分

▽
対
象　

1
歳
6
カ
月
以
上
の
幼

児
と
保
護
者共

通
事
項

▽
場
所　

日
高
子
育
て
セ
ン
タ
ー

（
日
高
町
祢に

ょ
う布

）

▽
講
師　

日
本
3
B
体
操
協
会　

竹
本
七
美
さ
ん　

▽
定
員　

親
子
30
組

▽
申
込
期
間　

9
月
8
日（
水
）〜

22
日（
水
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

日
高
子
育

て
セ
ン
タ
ー
☎
42
－
4
6
1
0

◆
出
石
子
育
て
セ
ン
タ
ー「
お
月
見
会
」

▽
日
時　

9
月
15
日（
水
）午
前
10

時
〜
11
時
30
分

▽
場
所　

出
石
子
育

て
セ
ン
タ
ー（
出
石

町
宵
田
）

▽
対
象　

乳
幼
児
と
保
護
者

▽
内
容　

お
月
見
団
子
作
り
、
パ

ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
歌
な
ど

▽
参
加
費　

親
子
一
組
50
円

▽
定
員　

親
子
30
組

▽
申
込
期
間　

9
月
1
日（
水
）〜

10
日（
金
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

出
石
子
育

て
セ
ン
タ
ー
☎
52
－
6
1
8
8

◆
但
東
子
育
て
セ
ン
タ
ー「
お
月
見
会
」

▽
日
時　

9
月
8
日（
水
）午
前
10

時
30
分
〜
11
時
30
分

▽
場
所　

但
東
子
育
て
セ
ン
タ
ー

　
（
但
東
町
出
合
）

▽
対
象　

乳
幼
児
と
保
護
者

▽
内
容　

歌
、人
形
劇
、団
子
作
り

▽
問
合
せ　

但
東
子
育
て
セ
ン
タ
ー

☎
21
－
9
0
7
9

み
ん
な
で
行
か
ぁ
〜
で　

　
　
　
　
　

玄
武
洞
ま
つ
り

　

地
域
の
良
さ
を
見
直
し
、
自
然

と
親
し
む
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
玄

武
洞
を
バ
ッ
ク
に
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

9
月
18
日（
土
）午
後
2

時
〜
4
時（
お
茶
会

午
後
1
時
30
分
〜
）

※
雨
天
中
止

▽
場
所　

玄
武
洞
公
園（
赤
石
）

▽
内
容　

日
本
民
謡
、
沖
縄
民
謡
、

邦
楽
演
奏
、
玄
さ
ん
音
頭
な
ど

▽
参
加
費　

無
料（
お
茶
券
2
0
0

　

円
）

▽
問
合
せ　

豊
岡
観
光
協
会

　

☎
22
－
8
1
1
1

募　

集

豊
岡
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

推
進
懇
話
会
の
委
員
募
集

　

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
プ
ラ

ン
の
策
定
に
当
た
り
、
幅
広
く
意

見
を
聴
く
た
め
、「
豊
岡
市
男
女
共

同
参
画
プ
ラ
ン
推
進
懇
話
会
」を
設

置
し
ま
す
。

　

こ
の
懇
話
会
で
、意
見
・
提
言
を

い
た
だ
け
る
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
応
募
資
格　

市
内
在
住
の
20
歳

以
上（
4
月
1
日
現
在
）の
方
で
、

平
日
に
開
催
す
る
会
議
に
出
席

で
き
る
方（
任
期
中
5
回
程
度
）

▽
任
期　

委
員
委
嘱
の
日（
10
月
上

旬
予
定
）か
ら
平
成
24
年
3
月

ま
で

▽
募
集
人
員　

2
人（
男
性
1
人
、

女
性
1
人
）

▽
選
考
・
通
知　

9
月
下
旬
に
決

定
し
、
応
募
者
全
員
に
通
知

▽
謝
金　

会
議
に
出
席
し
た
場
合
、

規
定
に
よ
る
謝
金
を
支
払
い
ま
す
。

▽
申
込
方
法　

所
定
の
用
紙（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
持
参
、

郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ま
た
は

メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

9
月
15
日（
水
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

秘
書
広
報

課
広
報
・
交
流
係
☎
23
－
1
1
1
1

　

FAX 

24
－
2
5
7
5

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

kouhou@
city.toyooka.lg.jp

〜
地
域
の
力
を
応
援
〜

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
リ
ン
ク
掲
載

希
望
の
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
募
集

　

市
で
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
充
実
強
化
の
た
め
に
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
作
成
し
て
い
る
区
の
取

組
み
、
地
域
の
頑
張
り
な
ど
を
広

く
紹
介
で
き
る
よ
う
に
、

当
該
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
リ

ン
ク
掲
載
し
ま
す
。

　

次
の
組
織
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

随
時
募
集
し
ま
す
。

・
区

・
区
を
越
え
て
広
域
的
に
組
織
さ

れ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団
体

（
例
：
○
○
地
区
協
議
会
な
ど
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

秘
書
広
報

課
広
報
・
交
流
係

　

☎
23
－
1
1
1
1
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平
成
23
年
度
公
立
八
鹿
病
院

組
合
職
員
募
集（
追
加
）

▽
募
集
職
種
・
人
数　

①
理
学
療
法
士　

2
人

②
作
業
療
法
士　

2
人

③
言
語
聴
覚
士　

3
人

④
介
護
福
祉
士　

3
人

⑤
事
務
職
員　
　

1
人

▽
受
験
資
格　

・
①
②
⑤
…
昭
和
60
年
4
月
2
日

以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
資
格

免
許
取
得
者
ま
た
は
取
得
見
込

者（
⑤
は
4
年
制
大
学
卒
業
者
ま

た
は
卒
業
見
込
者
）

・
③
…
昭
和
45
年
4
月
2
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方
で
、
資
格
免
許

取
得
者
ま
た
は
取
得
見
込
者

・
④
…
昭
和
50
年
4
月
2
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方
で
、資
格
免
許
取

得
者
ま
た
は
取
得
見
込
者

▽
試
験
日　

・
一
次
試
験
…
9
月
26
日（
日
）

・
二
次
試
験
…
10
月
中
旬
予
定（
一

次
試
験
合
格
者
の
み
）

▽
試
験
会
場　

公
立
八
鹿
病
院（
養

父
市
）

▽
試
験
方
法　

・
一
次
試
験
…
教
養
試
験
お
よ
び

作
文
試
験

・
二
次
試
験
…
面
接
試
験

▽
採
用
予
定
日　

平
成
23
年
4
月
1
日

▽
申
込
期
間　

9
月
1
日（
水
）〜

15
日（
水
）必
着

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

公
立
八
鹿

　

病
院
組
合
事
務
局

　

☎
0
7
9
－
6
6
2
－
5
5
5
5

但
馬
技
術
大
学
校　
　
　
　

　
　

平
成
23
年
度
学
生
募
集

▽
募
集
学
科
・
人
数

・
機
械
制
御
工
学
科　

20
人

・
建
築
工
学
科　
　
　

30
人

・
情
報
工
学
科　
　
　

30
人

・
自
動
車
工
学
科　
　

30
人

▽
試
験
区
分　

推
薦
入
校
試
験

▽
対
象　

高
等
学
校
卒
業
見
込
み

者（
高
等
学
校
長
の
推
薦
要
）

▽
試
験
日　

10
月
23
日（
土
）

▽
場
所　

県
立
但
馬
技
術
大
学
校

▽
試
験
科
目　

面
接

▽
出
願
方
法　

指
定
の
願
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、持
参
ま
た

は
郵
送（
簡
易
書
留
）く
だ
さ
い
。

▽
募
集
期
間　

10
月
1
日（
金
）〜

15
日（
金
）必
着

※
一
般
入
校
試
験
は
、
11
月
27
日

（
土
）に
行
い
ま
す
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

県
立
但
馬

技
術
大
学
校
入
校
試
験
事
務
局

（
〒
6
6
8
－
0
0
5
1　

九
日

市
上
町
6
6
0
－
5
）

　

☎
24
－
2
2
3
3

Tた

じ

ま

A
J
I
M
A
Dド

ー

ム

O
M
E

キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
1
0

〜
秋
物
語
〜
出
店
者
・
出
演
者
募
集

〔
10
月
17
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
〕

◆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

▽
開
催
場
所　

県
立
但
馬
ド
ー
ム

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

▽
募
集
内
容　

車
乗
り
入
れ
ブ
ー

ス　

1
0
0
ブ
ー
ス（
5
メ
ー
ト

ル
×
6
メ
ー
ト
ル
）（
先
着
順
）

▽
出
店
費　

1
ブ
ー
ス　

5
、
0

　

0
0
円

▽
参
加
資
格　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
基
本
理
念「
再
生
利
用
」の

も
と
に
参
加
す
る
方

※
18
歳
未
満（
高
校
生
以
下
）は
不
可

※
飲
食
物
、
動
物
類
、

コ
ピ
ー
商
品
な
ど

法
律
に
触
れ
る
も

の
や
危
険
物
な
ど

は
出
店
不
可

▽
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

10
月
7
日（
木
）必
着

▽
そ
の
他　

車
乗
り
入
れ
は
、
1

ブ
ー
ス
1
台
で
、
イ
ベ
ン
ト
終

了
ま
で
移
動
で
き
ま
せ
ん
。

◆
ち
び
っ
子
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　

出
店
者
募
集

▽
開
催
場
所　

県
立
但
馬
ド
ー
ム

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

▽
対
象　

小
学
生
以
下
の
子
ど
も

と
保
護
者（
30
組
程
度
）

▽
出
店
費　

1
組
5
0
0
円（
当
日

受
付
で
納
入
）

▽
参
加
資
格　
「
再
生
利
用
」と
子

ど
も
た
ち
の「
販
売
体
験
」を
目

的
に
参
加
す
る
方

▽
申
込
方
法　

当
日
会
場
内
で
先

着
順
に
受
け

付
け
ま
す
。

▽
持
ち
物　

敷

物
◆
キ
ッ
ズ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
大
会

　
　
　
　
　
　
　

出
演
者
募
集

▽
開
催
場
所　

県
立
但
馬
ド
ー
ム

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド「
特
設
ス

テ
ー
ジ
」

▽
ジ
ャ
ン
ル　

歌
、

ダ
ン
ス
、
楽
器
演

奏（
ド
ラ
ム
ス
は

含
ま
な
い
）、マ
ジ

ッ
ク
、
も
の
ま
ね

な
ど

▽
参
加
資
格　

当
日
に
出
演
可
能

な
子
ど
も（
高
校
生
以
下
）主
体

で
構
成
さ
れ
た
団
体
ま
た
は
個
人

▽
申
込
方
法　

所
定
の
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵

送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ま
た
は
持

参
く
だ
さ
い
。

▽
募
集
組
数　

10
団
体
程
度
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＜自衛官募集＞
種目 応募資格 受付期間 試験日

防衛大学校
（一般） 　21歳未満で高等学

校を卒業した方、ま
たは平成23年3月まで
に卒業見込みの方

９月６日（月）
〜10月１日（金）

11月６日（土）・
７日（日）

防衛大学校
（推薦）

９月６日（月）
〜９日（木）

９月25日（土）・
26日（日）

防衛医科
大学校

９月６日（月）
〜10月１日（金）

10月30日（土）・
31日（日）

看護学生
　24歳未満で高等学
校を卒業した方、ま
たは平成23年３月ま
でに卒業見込みの方

10月23日（土）

航空学生
　21歳未満で高等学
校を卒業した方、ま
たは平成23年３月ま
でに卒業見込みの方 ８月１日（日）

〜９月10日（金）

９月23日（木）

一般曹
候補生

　18歳以上27歳未満

９月18日（土）

自衛官候補生
（女子）

９月26日（日）  
〜29日（水）の１日

自衛官候補生
（男子）

年間を通じ随
時受付

受付時にお知ら
せします。

▽
参
加
費　

無
料

▽
申
込
期
限　

10
月
1
日（
金
）必
着

▽
出
演
時
間　

1
団
体
15
分
以
内

（
入
れ
替
え
時
間
込
み
）

共
通
事
項

         

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

県
立
但
馬

ド
ー
ム（
〒
6
6
9
－
5
3
7
9

日
高
町
名
色
88
－
50
）T
A
J
I

　

M
A
D
O
M
E
キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
2
0
1
0
〜
秋
物
語

〜
出
店
者
・
出
演
者
募
集
係

　

☎
45
－
1
9
0
0

　

FAX 

45
－
1
9
0
1

◆
第
33
回
但
馬
地
区
B
C
級
・

　

マ
ス
タ
ー
ズ
テ
ニ
ス
大
会

（
シ
ン
グ
ル
ス
）

▽
日
時　

9
月
26
日（
日
）〔
予
備
日

10
月
3
日（
日
）〕
午
前
9
時
〜

▽
場
所　

神
美
台
ス
ポ
ー
ツ
公
園

テ
ニ
ス
コ
ー
ト（
神
美
台
）

▽
種
目　

男
子（
B
級
、
C
級
、
マ

ス
タ
ー
ズ
）女
子（
B
級
、C
級
）

シ
ン
グ
ル
ス

▽
対
象　

但
馬
テ
ニ
ス
協
会
所
属

テ
ニ
ス
大
会
参
加
者
募
集

ま
た
は
但
馬
地
域
在
住
在
勤
の
方

※
男
子
マ
ス
タ
ー
ズ
は
昭
和
35
年

12
月
31
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

◆
第
33
回
但
馬
オ
ー
プ
ン

シ
ン
グ
ル
ス
テ
ニ
ス
大
会

▽
日
時　

9
月
26
日（
日
）〔
予
備
日

10
月
3
日（
日
）〕
午
前
9
時
〜

▽
場
所　

つ
る

ぎ
が
丘
公
園

テ
ニ
ス
コ
ー

ト（
養
父
市
）

▽
種
目　

男
・
女
シ
ン
グ
ル
ス

▽
対
象　

ど
な
た
で
も

共
通
事
項

▽
参
加
費　

1
人 

2
、0
0
0
円

（
学
生
は
半
額
）

▽
申
込
期
限　

9
月
11
日（
土
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

但
馬
テ
ニ

ス
協
会
事
務
局　

齋
藤
直
喜
さ
ん

　

☎
0
9
0
－
3
4
9
6
－
3
7
3
9

　

FAX 
44
－
0
2
8
1

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

tajim
a

‐tennis

‐aso
@

vc.inaker.or.jp

普
通
救
命
講
習
会

▽
講
習
種
別　

普
通
救
命
講
習
Ⅰ

▽
日
時　

9
月
26
日（
日
）午
前
9

講
座
・
講
習
・
教
室

時
〜
正
午

▽
場
所　

但
東
総
合
支
所　

2
階

大
会
議
室

▽
講
習
内
容

・
成
人
に
対
す
る
心
肺
蘇そ

生
法

・
Aエ

ー

Eイ
ー

Dデ
ィ
ー（

自
動
体
外
式
除
細
動

器
）の
使
用
方
法

・
大
出
血
時
の
止

血
法

・
窒
息
時
の
処
置

▽
参
加
費　

無
料

▽
定
員　

30
人

▽
申
込
方
法　

豊
岡
消
防
署
、
各

分
署
、
出
張
所
、
お
よ
び
駐
在

所
に
あ
る
所
定
の
申
込
用
紙
、

ま
た
は
市
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
の
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、郵
送
、フ

ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル
、
ま
た
は

持
参
く
だ

さ
い
。

▽
申
込
期
限　

9
月
17
日（
金
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

豊
岡
消
防

署
救
急
係（
〒
6
6
8
－
0
0
5

　

5　

昭
和
町
4
－
33
）

　

☎
24
－
8
0
3
8

FAX 

24
－
1
2
7
8

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

shobo-keibo@
city.toyooka.

lg.jp

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　
http://119.city.toyooka.

　
　
　
　
　
　
　
　
　

lg.jp/

※身分は特別職国家公務員です。年齢は平成23年４月１日現在
▽申込み・問合せ
　自衛隊兵庫県地方協力本部☎078-261-8600
  または自衛隊兵庫地方協力本部豊岡出張所☎22-3978
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お知らせ　8月10日号、14ページの「9月の主な相談」の中の「子ども教育相談」で「4日（土）」とあるのは、「11日（土）」に変更しましたので、お知らせします。

た
じ
ま
花
と
緑
の
教
室（
9
月
講
座
）

▽
日
時　

9
月
21
日（
火
）午
後
2

時
〜
4
時

▽
場
所　

出
石
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー　

多
目
的
ホ
ー
ル（
出
石
町
水む

な

上が
い

）

▽
内
容　

カ
ラ
ー
リ
ー
フ
を
楽
し

む
寄
せ
植
え

▽
講
師　

県
立
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

園
芸
講
座
講
師　

宮
垣
義
巳
さ
ん

▽
受
講
料　

2
、5
0
0
円（
材
料

費
含
む
）

▽
定
員　

40
人（
先
着
順
）

▽
申
込
期
限　

9
月
7
日（
火
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

生
活
環
境

課
環
境
衛
生
係
☎
23
－
5
3
0
4

◆
ア
ー
ト
ス
ク
ー
ル「
舞
台
美
術
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

講
座

　

講
師
に
ピ
ッ
コ
ロ
舞
台
技
術
学

校
講
師
の
加
藤
登
美
子
さ
ん
を
招

き
、
舞
台
美
術
の
デ
ザ
イ
ン
概
論

と
製
作
方
法
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

▽
日
時　

10
月
2
日（
土
）午
後
7

時
〜

◆
ア
ー
ト
ス
ク
ー
ル「
能
の
表
現
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

講
座

相　

談

但
馬
長
寿
の
郷　
　
　
　
　

 

第
3
回
住
ま
い
の
相
談
会

▽
日
時　

9
月
12
日（
日
）午
後
1

時
〜
4
時

※
受
付
は
、
午
後
3
時
30
分
ま
で

▽
場
所　

但
馬
長
寿
の
郷　

す
こ

や
か
セ
ン
タ
ー（
養
父
市
）

▽
相
談
内
容　

段
差
の
解
消
方
法
、

　

開
閉
し
や
す
い
ド
ア
へ
の
変
更
、

住
む
人
に
合
わ
せ
た
新
築
、
リ

フ
ォ
ー
ム
の
方
法
な
ど

▽
相
談
員　
（
社
）兵
庫
県
建
築
士

会
豊
岡
支
部
建
築
士
、
但
馬
長

寿
の
郷
理
学
療
法
士
な
ど

▽
相
談
料　

無
料

▽
申
込
方
法　

事
前
に
電
話
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

但
馬
長
寿

の
郷　

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
7
9
－
6
6
2
－
8
4
5
6

司
法
書
士
に
よ
る

　

登
記
・
多
重
債
務
・

消
費
者
問
題
・
成
年
後
見
等

　
　

市
民
生
活
無
料
相
談
会

▽
日
時　

9
月
18
日（
土
）午
後
1

時
〜
4
時　

※
予
約
制

▽
場
所　

市
民
会
館　

中
会
議
室

（
立
野
町
）

▽
予
約
・
問
合
せ　

兵
庫
県
司
法

書
士
会
但
馬
支
部

　

☎
0
7
9
－
6
7
6
－
3
3
6
8

　

市
税
な
ど
の
滞
納
処
分
に
よ
っ

て
差
し
押
さ
え
た
財
産
を
次
の
と

お
り
公
売
し
ま
す
。

▽
公
売
方
法　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
た
競
り
売
り

そ
の
他

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

　

講
師
に
シし

テて

方か
た

観か
ん

世ぜ

流り
ゅ
う

能の
う

楽が
く

師し

の
田た

茂も

井い

廣ひ
ろ

道み
ち

さ
ん
を
招
き
、
能

の
表
現
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

▽
日
時　

10
月
16
日（
土
）

○
午
前
10
時
〜　

パ
ー
ト
1　

伝
統

芸
術「
能
」と
そ
の
表
現
に
つ
い
て

○
午
後
1
時
〜　

パ
ー
ト
2　

こ

え
と
か
ら
だ
と
イ
メ
ー
ジ

共
通
事
項

▽
場
所　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

ほ
っ

と
ス
テ
ー
ジ（
大
手
町
）

▽
受
講
料　

1
、0
0
0
円

▽
申
込
方
法　

事
前
に
電
話
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い（
当
日
参
加
も

可
能
）。

▽
参
加
申
込
期
間　
9
月
9
日（
木
）

午
後
1
時
〜
22
日（
水
）午
後
11
時

▽
競
り
売
り
期
間　
9
月
28
日（
火
）

午
後
1
時
〜
30
日（
木
）午
後
11
時

▽
代
金
納
付
期
限　

10
月

13
日（
水
）午
後
3
時

▽
公
売
物
件　

自
動
車
、

絵
画
な
ど
20
点（
予
定
）

▽
参
加
資
格　

一
部
の
例
外
を
除

き
、
20
歳
以
上
の
方
で
あ
れ
ば

原
則
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
が
、
公
売
保
証
金
の
納
付
が

必
要
で
す（
公
売
保
証
金
不
要
物

件
を
除
く
）。

▽
参
加
申
込
方
法　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
か
ら
の
参
加
と
な
り
ま
す（
9

月
9
日
公
開
予
定
）。

　

http://koubai.auctions.

　

yahoo.co.jp/hyg_toyooka_city

▽
そ
の
他　

次
の
サ
イ
ト
で
も
公

売
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.city.toyooka.

lg.jp/koubai/top.htm

・
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
の
公
売
シ
ス
テ
ム

　

http://koubai.auctions.
yahoo.co.jp/

下
見
会

　

公
売
物
件
を
実
際
に
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
落
札
し
た
物
件
は
、

返
品
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
事
前
に
よ
く
見
て
参
加
く
だ

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

☎
24ｰ

3
0
0
0
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FMラジオで豊岡市の情報をお知らせしています!! （周波数76.4メガヘルツ） 「豊岡きらめき情報局」毎週月～金曜日  8：00～8：05、17：50～17：52

さ
い
。
参
加
申
込
み
は
不
要
で
す
。

▽
日
時　

9
月
11
日（
土
）午
前
10

時
〜
午
後
3
時

▽
場
所　

市
役
所
本
庁
舎　

1
階

※
自
動
車
な
ど
一
部
の
公
売
物
件

は
下
見
会
に
展
示
し
ま
せ
ん
。

下
見
を
希
望
の
方
は
、
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

税
務
課
収
税
係（
公
売

担
当
）☎
23
－
1
1
1
8

古
い
電
気
製
品
に
注
意

　

電
気
製
品
は
、
部
品
が
古
く
な

る
と
発
熱
、
発
火
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

・
変
な
音
が
す
る

・
焦
げ
く
さ
い

・
触
る
と
熱
い

・
動
き
が
お
か
し
い

な
ど
の
異
常
を
感
じ
た
ら
、
直
ち

に
使
用
を
中
止
し
、購
入
店
や
メ
ー

カ
ー
に
点
検
、
修
理
を
依
頼
し
ま

し
ょ
う
。

▽
問
合
せ　

豊
岡
消
防
署
予
防
係

☎
24
－
1
1
1
9

公
立
豊
岡
病
院
地
域
連
携

　

小
児
休
日
救
急
診
療
日
程

　

地
元
医
師
会
と
豊
岡
病
院
の
地

域
連
携
に
基
づ
く
小
児
救
急
診
療

▽
場
所　

公
立
豊
岡
病
院

▽
そ
の
他　

1
歳
以
上
の
小
児
で
、

緊
急
性
の
な
い
自
己
都
合
な
ど

と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
時
間

外
診
察
料
金
3
、
1
5
0
円
の

負
担
が
あ
り
ま
す
。

▽
問
合
せ　

公
立
豊
岡
病
院
救
急

受
付
☎
22
－
6
1
1
1

の
9
月
の
日
程
お
よ
び
担
当
医
師

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
日
時
・
担
当
医
師

住
宅
用
火
災
警
報
器
の　
　

 

不
具
合
の
お
知
ら
せ

　

住
宅
用
火
災
警
報

器
の
中
で
、
不
具
合

が
発
生
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
機
種
が
あ
る

た
め
、
製
品
に
使
用

さ
れ
て
い
る
電
池
の
交
換
・
回
収

が
ヤ
マ
ト
プ
ロ
テ
ッ
ク（
株
）お
よ

び（
株
）ダ
ス
キ
ン（
販
売
元
事
業

者
）に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。

　

次
の
警
報
器
を
使
用
の
方
は
、

相
談
く
だ
さ
い
。

▽
不
具
合
の
内
容　

電
池
寿
命
の

10
年
に
満
た
な
い
期
間
に
、
電

池
切
れ
を
知
ら
せ
る
警
報
音
と

と
も
に
表
示
灯
が
赤
色
の
点
滅

を
繰
り
返
す
。

▽
交
換
・
回
収
の
問
合
せ
窓
口　

ヤ
マ
ト
プ
ロ
テ
ッ
ク（
株
）「
お
客

様
相
談
窓
口
」

・
受
付
時
間
…
午
前
9
時
〜
午
後

5
時（
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除

く
）

　

☎
0
5
7
0
－
0
8
0
1
0
0

・
受
付
時
間
…
午
後
5
時
以
降
お

よ
び
土
・
日
曜
日
、
祝
日

　

☎
0
7
2
－
3
6
1
－
2
1
0
1

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w

w
.yam

atoprotec.
jp/yam

atoprotec/
inform

ation/

開催日時 場所 内容

９月１日（水）
午前10時30分
　〜11時15分

チャイルド
ハウス保育
園

０ 歳 児 の ベ
ビーマッサー
ジ

９月８日（水）
午前10時

　〜11時
西保育園

ワンポイント
健康講座（発
熱の手当）

９月10日（金）
午前10時15分
　〜11時15分

日高子育て
センター

親子ふれあい
遊び、歌を交
えた運動、リ
ズム遊び、歌、
手遊び

９月15日（水）
午前10時30分
　〜11時30分

城崎子育て
センター

リトミック
（リズム遊び）

９月27日（月）
午前10時30分
　〜11時30分

出石子育て
センター

しつけについ
て

＜9月のまちの子育てひろば＞

▷問合せ　但馬県民局豊岡健康福祉事務所
　　 ☎23−1001

月日 担当医師

9
月

５日
（日）

赤松　亮
（九日市下町）

12日
（日）

國屋正史
（養父市）

26日
（日）

中沢　洋
（出石町本町）

種類 機種番号 型式番号 製造年月 販売元
事業者

光電式
（電池方式）

YSA−210JP
YSA−310JP
YSA−210AP

（商品名：けむ
ピー）

鑑住
第12〜18号

2006年３月
〜2009年８月

ヤマトプロ
テック（株）

DKK−K1 鑑住
第19〜49号 （株）ダスキン

※診療時間は、午前9時
〜午後5時



図書館本館では市民会館および市民プラザの各種チケットを販売しています。
お買い求めの方は、２階事務室へお越しください（または、電話で問い合わせください）。

運動会の本
＜ 一 般 ＞

運動会はドーンとおまかせ！
瀬戸口清文　著（明治図書）

　楽しくなくっちゃ運動会じゃな
い！子どもの心を大いに盛り上げる
競技を、0歳児から祖父母向きまで全
70種目を紹介。

＜ じ ど う ＞
とんぼのうんどうかい
かこ　さとし　著（偕成社）

　ススキの原っぱで、アカトンボの
運動会が始まりました。青空を背景
に、すずわりや綱引きなどを楽しん
でいるトンボたちの歓声が伝わって
きます。

レッツゴー図書館レッツゴー図書館

9月の行事予定

図書館の資料はホームページから検索・予約できます。
http://www3.city.toyooka.lg.jp/toyolib/index.html
メールアドレスtoyolib@city.toyooka.lg.jp　　
開館時間　午前10時～午後６時
※本館（金・土）および日高分館（金）  午前10時～午後7時

■図書館本館、分館の連絡先および所在地
本館 ☎23-6151（京町５-28） 日高 ☎21-9060（日高総合支所１階）
城崎 ☎21-9072（城崎総合支所２階） 出石 ☎52-5489（出石農村環境改善センター１階）
竹野 ☎21-9078（竹野総合支所３階） 但東 ☎21-9036（但東市民センター１階）

9月の行事予定

※詳細は、各館へ問い合わせください。

乳０～２歳　幼３～５歳
児６歳～　　般一般

日 曜日 時間 場所 行事名

10：30～
本館 いっしょにおはなし会　幼

1 水 出石 えほんのとびら　乳 幼

11：00～ 本館 おはなしのゆりかご　乳

2 木
3 金 11：00～ 城崎 おはなしひろば　乳

4 土
10：30～

竹野 テーマであそぼ！
　「全員集合！大うんどう会のはじまりだ」　 幼 児

但東 おはなしのもり　幼

13：30～ 城崎「城崎文学散歩　第３回」　般

5 日
6 月
7 火 （休館日）
8 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

9 木 10：10～ 本館 夏休み子ども点字絵日記教室（３回目）　児

10 金

11 土 10：30～
城崎 おはなしのこべや　幼 児

日高 絵本からのおくりもの　幼 児

12 日
13 月
14 火 （休館日）
15 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

16 木
17 金 11：00～ 城崎 おはなしひろば　乳

18 土 10：30～ 竹野 キッズほんがっかい（本楽会）　児 般

19 日
20 月 （休館日）
21 火 （休館日）
22 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

23 木 （休館日）
24 金

25 土

竹野 土曜おはなしのへや　幼 児

10：30～ 日高 絵本からのおくりもの　幼 児

出石 おはなし会　幼 児

14：00～ 本館 おはなし会　幼 児

15：00～ 但東 切り紙Art　般

26 日 10：30～ 日高 おはなし会　幼 児

27 月
28 火 （休館日）
29 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

30 木 （休館日）
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9月の予定
　市内６カ所の子育てセンターでは、子育て中の保護者を
応援するためのいろいろな活動をしています。
　参加費は無料でどなたでも参加できます。
※詳細は、各センターに問い合わせください。
※定員があるものは、事前に申し込みください。
※場所の表示がない活動は、各センターで行います。

子育て総合センター　☎24-4604
（ＪＲ豊岡駅前アイティ7階）火曜日休館

おやこっこリズム遊び
日　時 30日（木）午後１時30分～２時30分
対　象 ２歳の幼児と保護者　15組
申込期間 13日（月）～27日（月）

出石子育てセンター　☎52-6188
（出石ふれあいセンター）土・日曜日休館

絵本の読み聞かせの会

但東子育てセンター　☎21-9079
（但東市民センター）日・月曜日休館

絵本の読み聞かせ＆折り紙遊び
日　時 １日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 絵本の読み聞かせ、折り紙製作｢お月見たぬき｣

ほっとたいむ＆おやこふれあいたいむ
日　時 ほっとたいむ ６日（月）午前11時～

おやこふれあいたいむ 27日（月）午前10時30分～
対　象 乳幼児と保護者
内　容 ほっとたいむでは唱歌や童謡を歌い、おやこふれあ

いたいむでは紙芝居やさまざまな遊びをします。
その他 午前中は身長や体重の計測をします。

城崎子育てセンター　☎32-4666
（城崎健康福祉センター２階）土・日・月曜日休館

わいわいコーラス♪♪
日　時 14日（火）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 秋の童謡、フォークソングなどをみんなで歌う

母親交流会
日　時 24日（金）午前10時30分～正午
対　象 乳幼児と母親、妊婦
内　容 乳幼児身体計測、おしゃべり会、健康育児相談

日高子育てセンター　☎42-4610
（日高総合支所３階）月・第１土・第１以外の日曜日休館

日　時 ９日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 図書館司書による絵本の読み聞かせ

親子運動遊び

子育ち＆親育ち講座
日　時 17日（金）午後１時30分～３時30分
場　所 豊岡市民プラザ　練習室
対　象 子育て中の保護者　20人（保育は15人まで）
内　容 子どものこころの発達としつけのポイント
申込期間 ６日（月）～16日（木）

親子運動遊び
日　時 ８日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 運動遊び（こども育成課　仲義　健、西松夕紀子）

日　時 ５日（日）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 手遊び、体操、親子ふれあい遊び

日　時 15日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 運動遊び（こども育成課　仲義　健、西松夕紀子）

パパと遊ぼうＤ
　デ 　 ー 　

ＡＹ！

竹野子育てセンター　☎47-2030
月曜日休館

わらべうた＆製作
日　時 ８日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 親子で楽しむわらべうた、製作「アンパンマンシリーズ」：カレーパンマン

親子運動遊び
日　時 22日（水）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者　20組
内　容 運動遊び（こども育成課　仲義　健、西松夕紀子）
申込期間 ８日（水）～17日（金）

リトミック
日　時 15日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者　15組
内　容 親子で楽しく体を動かしましょう
講　師 小山きく江さん
申込期間 １日（水）～10日（金）

こどもと絵本
日　時 10月１日（金）午後１時30分～３時
対　象 乳幼児と保護者　先着20組
講　師 図書館読み聞かせボランティア
申込期間 17日（金）～29日（水）

絵本の読み聞かせ
日　時 22日（水）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 センター職員の絵本の読み聞かせ

おはなし広場
日　時 ４日（土）、11日（土）、18日（土）、25日（土）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 絵本や紙芝居の読み聞かせ

なかよしグングン広場
日　時 ３日（金）午前９時30分～11時30分
場　所 豊岡市民プラザ　ほっとステージ
対　象 ３歳以上の幼児と保護者
内　容 子どもの集団遊びや自由遊び、計測や子育て相談

子育てミニ講話
日　時 30日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 保健師の話｢緊急時の対処と予防の話～けが・事故編～｣

食育クッキング
日　時 22日（水）午前10時～正午
対　象 乳幼児と保護者
内　容 栄養士の田中みゆきさんによる食育料理
申込期限 15日（水）　（参加費：材料代実費）

なかよし広場
日　時 16日（木）午前９時30分～11時30分
場　所 豊岡市民プラザ　ほっとステージ
対　象 ２歳ぐらいまでの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 子どもの自由遊びや交流、計測や子育て相談

おやこっこ遊び
日　時 29日（水）午後１時30分～２時30分
対　象 乳幼児と保護者　先着25組
内　容 楽しい親子遊び
講　師 生涯学習サポート兵庫　榎本英樹さん
申込期間 ６日（月）～24日（金）

こどものからだ育ち講座－母乳の話－
日　時 24日（金）午後１時30分～３時30分
場　所 豊岡市民プラザ　練習室
対　象 子育て中の保護者　20人（保育は15人まで）
内　容 母乳についての話、乳幼児期の食生活Q&A
講　師 助産師　井垣享子さん
申込期間 ６日（月）～17日（金）

小児救急セミナー
日　時 18日（土）午前10時～11時30分
対　象 子育て中の保護者および家族　15人
内　容 子どもの救急～こんなときどうする～
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施 設 の イ ベ ン ト施 設 の イ ベ ン ト
出石文化会館ひぼこホール（出石町水

むな

上
がい

）
☎52−6222  FAX 53−2131

※チケットは、豊岡市民プラザのほかに、市民会館､
図書館本館､ 城崎･竹野･日高地区公民館、ひぼこ
ホール、図書館但東分館でも購入できます。

豊岡市民プラザ（JR豊岡駅前アイティ7階）
☎24−3000  FAX 24−3004 （火曜日休館）

〒668-0031　大手町4-5

市民会館（立野町）
☎23−0255  FAX 24−0952（火曜日休館）

　９月18日（土）
　　開演18：30（開場18：00）
◇入 場 料　全席指定　Ａ席5,000円、Ｂ席4,500円、
　　　　　　桟敷席8,000円（当日券は各500円増）
※未就学児は、入場できません。
◇チケット発売中
　（各プレイガイドでも購入できます）

■秋川雅史コンサートツアー
　｢千の風になって｣ を代表曲
に持つ、人気テノール歌手。イ
タリア留学で培った感性と歌唱
力で、歌の魅力を伝えます。

　９月20日（月・祝）
　　開演17：30（開場17：00）
◇入場料　全席指定　7,000円
◇一時保育　一時保育（１歳半〜就
　　　　　学未満）を希望の方は

９月13日（月）までに申し込みください。
※未就学児は、入場できません。
◇チケット発売中
　（各プレイガイドでも購入できます）

■沢田研二2010ライブ
　秋の大運動会･涙色の空

　９月26日（日）　開演13：30
◇場　所　交流サロン
◇出　演　ハーモニカ ｢サークルあおぞら」
◇内　容　ハーモニカによる ｢うたごえ広場｣
◇曲　目　青い山脈、赤い靴、赤とんぼ、千の風に

　　　　なって　ほか
◇入場料　無料
※サロンコンサートの出演者を募集しています。
　音楽活動の発表の場として利用ください。

■第72回サロンコンサート
　皆さんに気軽に音楽に親しんでいただくために、
交流サロンを利用して、毎月１回程度コンサートを
開催しています。気軽にお立ち寄りください。

　９月18日（土）　開演19：00
　　　19日（日）　開演14：00
◇場　所　ほっとステージ
◇入場料　全席自由
　　　　　一般1,000円
　　　　　ペア1,500円
　　　　　高校生以下･65歳以上800円
　　　　　小学生･保護者ペア優待券1,200円
※当日券は各200円増
※ペア券・ペア優待券は、前売りのみ

■但馬伝説　非時-ときじく-
　今年３月初演の ｢但馬伝説　非

とき

時
じく

｣。中嶋神社の
菓祖 ｢田

た
道
じ

間
ま

守
もり

｣ が常世の国に不老不死の非
ときじくのかぐのみ

時香菓
を探しに行く古代ファンタジー。熱いリクエストに
お応えしてのアンコール公演です。

　９月12日（日）
　　開演14：00（開場13：30）
◇入場料　全席自由
　　　　　一般1,000円
　　　　　中学生以下500円
※友の会割引特典は利用いただ 

けません。
◇チケット発売中

■シネマパラダイス　秋の映画鑑賞会
　｢おとうと」

出石永楽館（出石町柳）
☎･FAX 52-5300(第2･第4木曜日休館)

　９月27日（月）　開演18：30（開場18：00）
◇出演者　茂山千

せん

之
の

丞
じょう

、茂山
七

し め

五三、茂山あき
ら、茂山逸

いっ

平
ぺい

、茂山
童
どう

司
じ

、丸石やすし、
井口竜也

◇演　目　トーク｢狂言は楽し
いお芝居です｣　

　　　　　水
みず

掛
かけ

聟
むこ

、素
す

袍
おう

落
おとし

、蝸
か

牛
ぎゅう

※配役および演目は、変更する場合があります。
◇入場料　全席指定　4,000円
◇チケット発売中

■茂
しげ

山
やま

お豆腐狂言
　日本の伝統芸能 ｢狂言｣ の公演です。

※チケットは、出石永楽館のほかに、市民会館、豊
岡市民プラザ、八鹿文化会館でも購入できます。

植村直己冒険館（日高町伊府）
☎44−1515  FAX 44−1514（水曜日休館）

　11月30日（火）まで開催中
◇入館料　一般500円、65歳以上250円、高校生200円、

小･中学生150円（ココロンカード利用者
は無料）

■2009｢植村直己冒険賞｣受賞者
　中西大輔特別展『 夢への挑戦 』
　〜 自転車から見た130カ国 〜
　夢に向かってひたむきにチャレンジし続けた中西
大輔さんの冒険の記録をご覧ください。
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平成22年８月１日現在（前月比）

豊岡市の人口
（住民基本台帳＋外国人登録総数）

9月の主な行事
SEPTEMBER

平成22年

₁₆（木）なかよし広場（9：30～豊岡市民プラザ）
₁₇（金）
₁₈（土）おはなし広場（10：30～子育て総合センター）玄武洞まつり（14：00～玄武洞公園）

秋川雅史コンサートツアー～ファンタジス
タ～（18：30～出石文化会館ひぼこホール）
但馬伝説｢非時｣−ときじく−

（19：00～豊岡市民プラザ）
第５回但州湯島の盆（20：00～城崎温泉街）

₁₉（日）田んぼの学校（9：30～コウノトリ文化館周辺）但馬伝説｢非時｣−ときじく−
（14：00～豊岡市民プラザ）

₂₀（月）敬老の日沢田研二2010ライブ秋の大運動会･涙色の
空（17：30～市民会館）

₂₁（火）
₂₂（水）絵本の読み聞かせ（10：30～城崎子育てセンター）

₂₃（木）秋分の日城崎温泉観月会（19：30～城崎温泉街）

₂₄（金）母親交流会（10：30～城崎子育てセンター）
₂₅（土）パパも一緒に遊ぼ（10：00～竹野子育てセンター）

おはなし広場（10：30～子育て総合センター）

₂₆（日）神鍋新米まつり（10：00～道の駅「神鍋高原」駐車場）
第72回サロンコンサート

（13：30～豊岡市民プラザ）

₂₇（月）おやこふれあいたいむ（10：30～子育て総合センター）
出石永楽館｢茂山お豆腐狂言」

（18：30～出石永楽館）

₂₈（火）
₂₉（水）
₃₀（木）子育てミニ講話＆母親交流会（10：30～日高子育てセンター）

₁（水）絵本の読み聞かせ＆折り紙遊び（10：30～但東子育てセンター）

₂（木）
₃（金）なかよしグングン広場（9：30～子育て総合センター）

アートスクール｢戯曲｣講座
（19：00～豊岡市民プラザ）

₄（土）アートスクール「戯曲｣講座（10：00～豊岡市民プラザ）
おはなし広場（10：30～子育て総合センター）

₅（日）豊岡市日高消防団消防操法大会（7：30～名色第６駐車場）
ミズアオイまつり

（9：00～ハチゴロウの戸島湿地）
マタニティママ＆ベビーフェスティバル

（10：00～子育て総合センター）
親子ふれあい遊び

（10：30～日高子育てセンター）

₆（月）ほっとたいむ（11：00～子育て総合センター）
₇（火）夜のお月見会（19：00～竹野子育てセンター）
₈（水）親子運動遊び（10：00～竹野子育てセンター）お月見会（10：30～城崎子育てセンター）

わらべうた＆製作
（10：30～出石子育てセンター）

お月見会（10：30～但東子育てセンター）

₉（木）絵本の読み聞かせの会（10：30～日高子育てセンター）

₁₀（金）
₁₁（土）おはなし広場（10：30～子育て総合センター）但馬地域交流フェスタ2010

（12：30～県立但馬文教府）

₁₂（日）シネマパラダイス｢おとうと｣（14：00～市民会館）

₁₃（月）
₁₄（火）わいわいコーラス（10：00～竹野子育てセンター）

₁₅（水）親子運動遊び（10：30～但東子育てセンター）
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合　計 男　性 女　性 世帯数
89,138人（－23人） 42,644人（－3人） 46,494人（－20人） 32,349世帯（＋21世帯）
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　県指定史跡には、貝塚１件、古墳（群）３件、窯
かま

跡
あと

２件の計６件が指定されています。いずれも県内で
歴史的、あるいは学術的価値が高いものとして指定されています。

Trademark of American Soybean Association
「広報とよおか」は、資源保護のため環境に優しいソイ（大豆油）インキで印刷しています。
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　豊岡の文化財を紹介します。皆
さんの身近にある文化財を見てい
きましょう。
 《問合せ》文化振興課☎23-1160

中
なかの

谷
た に

貝
か い

塚
づ か

中谷
鬼
お じ ん

神谷
だ に

窯跡
竹野町鬼神谷

歴史 探訪
～文化財を巡る～14

「史跡名勝天然記念物（史跡２）」

※中谷貝塚の貝層はぎ取り標本は、出土文化財管理センターに、楯縫古墳の遺物は、但馬国府・国分寺館に、
また二見谷古墳群の遺物の一部は、城崎美術館に展示しています。

楯
た て

縫
ぬ い

古墳
日高町鶴岡

二
ふ た

見
み

谷
だ に

古墳群
城崎町上

う

山
や ま

※中谷貝塚の貝層はぎ取り標本は、出土文化財管理センターに、楯縫古墳の遺物は、但馬国府・国分寺館に、

・須恵器
・墳丘
・家形石棺

語句の解説


